
四国中央市データ四国中央市データ

　　　　1212月末日現在（前月比）月末日現在（前月比）

人口  男　人口  男　41,35941,359人 （人 （-35-35））

　　  女　　　  女　43,04543,045人 （人 （-51-51））

　　  計　　　  計　84,40484,404人 （人 （-86-86））

世帯　38,819 世帯   （-19）世帯　38,819 世帯   （-19）

表紙： 川之江高校書道部が揮毫した祝福メッセージ前で記念撮影する新成人表紙： 川之江高校書道部が揮毫した祝福メッセージ前で記念撮影する新成人
　　　一生に一度の晴れ舞台　成人式 2部制で開催！〔1/9（日）しこちゅ～ホール〕※ 2、3ページに関連記事　　　一生に一度の晴れ舞台　成人式 2部制で開催！〔1/9（日）しこちゅ～ホール〕※ 2、3ページに関連記事

特集特集

令和 3年度四国中央市成人式令和 3年度四国中央市成人式

新型コロナワクチンの追加（3回目）接種を実施します新型コロナワクチンの追加（3回目）接種を実施します

第 56 回愛媛県クラブ対抗駅伝競走大会 開催情報！第 56 回愛媛県クラブ対抗駅伝競走大会 開催情報！

市議会議員 22 名の 2022 年の抱負市議会議員 22 名の 2022 年の抱負

市議会だより市議会だより
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　１月 17 日（月）、本市新宮町出身で２０２１年ノーベル

物理学賞を受賞されました真鍋淑郎博士に「四国中央市市民

栄誉賞」が授与されました。

　「四国中央市市民栄誉賞」は、国際的に優れた功績を残し、

四国中央市の名声を高めた者に対して贈られるもので、真鍋

博士が初めての受賞者となります。

　真鍋博士のノーベル賞受賞の偉業は、市にとって本当に明

るいニュースであり、栄誉なことでありました。その功績を

たたえるために、賞状と記念品をアメリカ在住の博士の元に

贈ります。

　ご本人の帰国が叶わないために授与式は行いませんが、

今回の受賞に際して、真鍋博士より市民の皆さまにメッセー

ジが届いておりますのでご紹介します。

ノーベル物理学賞受賞
真鍋淑郎博士（新宮町出身）に
 「四国中央市市民栄誉賞」
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愛媛県四国中央市　市民の皆様

　この度は、四国中央市市民栄誉賞を頂けることのお知らせを

頂き、謹んでお受けいたします。

　大変名誉なことです。

　有難うございます。

　故郷に帰り、直接皆様にお会いして、この喜びを一緒に祝いた

いのですが、このコロナの下かないませんが、近い将来、お訪ね

できるのを楽しみにしています。

　四国中央市の益々の発展を祈り、ご挨拶に代えさせて頂きます。

米国プリンストン市　眞鍋　淑郎
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新型コロナワクチンの追加（3回目）接種を実施します！新型コロナワクチンの追加（3回目）接種を実施します！
問い合わせ　保健推進課地域医療対策室　28-6208　　28-6213

接種費用

無料
（全額公費）

  Vaccination against Vaccination against COVID-19

　国が進める新型コロナワクチン追加（3 回目）接種を加速化させるため、市内 37 医療機関で実施する個別

接種（ファイザー社製ワクチン使用）に加えて、武田 / モデルナ社製ワクチンの集団接種及び追加接種会場

を下記のとおり開設します。

　追加（3 回目）接種に使用するワクチンは、初回接種に用いたワクチンの種類に関わらず、mRNAワクチ

ン（ファイザー社製ワクチンまたは武田 /モデルナ社製ワクチン）を用いることが適当であるとされています。

追加 （３回目） 接種で使用するワクチン追加 （３回目） 接種で使用するワクチン

※新宮診療所で 4月以降に実施する集団接種は現在調整中です。決まりしだいお知らせします

武田 / モデルナ社製ワクチンの武田 / モデルナ社製ワクチンの追加 （３回目） 接種を実施します追加 （３回目） 接種を実施します

接種日 受付人数 接種時間 接種会場 接種方式

3月 19 日（土） 400 人 14：00 ～ 18：00

ホテルグランフォーレ

受付、問診、接種、経過

観察の各ブースまでご自

身で移動していただき、

接種を行います。

3月 20 日（日） 600 人
 9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

3月21日（月・祝） 600 人
9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

4 月 10 日（日） 510 人
9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

しこちゅ～ホール
（市民文化ホール）

受付後に指定席に移動し

た後は、問診、接種、経

過観察まで、その場から

移動せず接種を行います。
4月 17 日（日） 510 人

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

ユーホール
（土居文化会館）

　新型コロナワクチンの 2 回接種が完了し、追加接種券が届いている方を対象に、集団接種を実施します。

2 月 15 日 （火） 9 ： 00 ～予約開始予約開始日

2 回目接種が完了し、 追加接種券が届いている方対象者

集団接種 （大規模）

2/3 （木）、 2/10 （木）、 2/11 （金 ・ 祝）、 2/17 （木）、 2/24 （木）、 2/25 （金）

※ 3月以降も随時実施予定です
接種日

1 月 20 日 （木） 9 ： 00 ～予約開始予約受付中

2 回目接種が完了し、 追加接種券が届いている方対象者

市保健センター接種場所

　武田 / モデルナ社製ワクチンの接種会場を市保健センターに開設します。

市保健センターで接種できます (1 日 100 人程度）市保健センターで接種できます (1 日 100 人程度）集団接種 （定期）

接種時間 上記日程の 9 ： 30 ～ 11 ： 00、 13 ： 30 ～ 15 ： 00

新型コロナワクチン接種に関する

情報（市ホームページ）▶
四国中央市 LINE 公式アカウント
新型コロナワクチン接種の情報をお届けします

友だち登録は

こちらから

　国や県の動向を注視しながら、迅速かつ適切な追加（３回目）接種ができるよう計画を進めています。

最新情報は、広報紙や市公式ホームページ、市公式 LINE などで、随時お知らせします。



ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか 内容 対象者

参加費

講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先備考

きかんしゃトーマスファミリーミュージカル

「ソドー島のたからもの」　要申込要申込

3/20（日）【1部】11：30 ～（11：00 開場）　【2部】14：00 ～（13：30 開場）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）大ホール

トーマスとパーシーがテレビから飛び出してステージを駆け巡る！映像
も駆使したオリジナルストーリーのファミリーミュージカル！！ 
2,000 円（当日 2,500 円）、小学生以下 1,000 円（当日 1,500 円）

　しこちゅ～ホール
（市民文化ホール）59-4510

※全席指定
※ 2 歳以下無料（保護者 1 名につき
1 名までひざ上での鑑賞無料。席が
必要であれば有料）

友の会先行販売

2/10（木）10：00 ～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
一般前売り販売

2/18（金）～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、ユーホール（土居文化
会館）、明屋書店川之江店、ミュージックセンターオオサカヤ川之江店、フ
ジグラン川之江、観音寺ハイスタッフホール
一般プレイガイド販売

ローソンチケット（Lコード：63030）

MONGOL800　-etc.works- 

TOUR 2022　要申込要申込

4/23（土）17：30 ～（16：30 開場）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

大ホール

友の会先行販売

2/12（土）10：00 ～しこちゅ～ホー
ル（市民文化ホール）
一般前売り販売

2/19（土）～しこちゅ～ホール（市
民文化ホール）、ユーホール（土居文
化会館）、明屋書店川之江店、ミュー
ジックセンターオオサカヤ川之江
店、フジグラン川之江、観音寺ハイ
スタッフホール
一般プレイガイド販売

ローソンチケット（Lコード：63057）

4 年振りとなる本ツアーは、ライ
ブでの再現が難しかった楽曲を含
む「etc.works」シリーズ全 3 枚
の収録曲からファン投票でセット
リストを決定 !!
6,600 円（当日 7,100 円）
友の会会員6,100円（当日6,600円）

　しこちゅ～ホール（市民文化
ホール）59-4510

※全席指定
※ 5 歳以下無料（保護者 1 名につき
1 名までひざ上での鑑賞無料。席が
必要であれば有料）

東京スカパラダイスオーケストラ TOUR 2022

「BEST OF LUCK」　要申込要申込

友の会先行販売

2/26（土）10：00 ～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
一般前売り販売

3/ 5（土）10：00 ～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
※予定枚数販売しだい、終了

5/29（日）18：00 ～（17：15 開場）しこちゅ～ホール（市民文化ホール）大ホール

デビュー 33 周年を迎える東京スカ
パラダイスオーケストラ！スカパ
ラ流のハッピー＆ポジティブなラ
イブで会場を幸せでいっぱいにし
ます！
8,000 円（当日 8,500 円）
友の会会員7,500円（当日8,000円）

　しこちゅ～ホール
（市民文化ホール）59-4510

※全席指定、未就学児入場不可

〇新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、発熱・せきなどの症状がある方は、〇新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、発熱・せきなどの症状がある方は、

　イベントへの参加をお控えください。　イベントへの参加をお控えください。

〇イベントへの参加の際は、マスクの着用など、感染症予防対策をお願いします。〇イベントへの参加の際は、マスクの着用など、感染症予防対策をお願いします。

〇新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、公共施設の利用制限や〇新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、公共施設の利用制限やイベントのイベントの

　中止や規模を縮小するなどの対策を講じる場合があります。　中止や規模を縮小するなどの対策を講じる場合があります。

〇詳しくは、市ホームページをご確認いただくか、お問い合わせください。〇詳しくは、市ホームページをご確認いただくか、お問い合わせください。

©2022 Gullane(Thomas) Limited.



ガイドと歩く
四国・参勤交代の道
～新宮町霧の森界隈～
要申込要申込

3/12（土） 10：00 ～（約 3時間）

集合場所　霧の森第 1駐車場

春の訪れを感じながら、ガイドの
案内で「土佐街道」を歩きません
か！ウォーキング後に「霧の森レ
ストラン」でいただく昼食も人気
です♪
小学生以上（小学生は保護者同伴）
8名（最少催行人数 2名）
3/9（水）17：00 まで
2,000 円（昼食、保険料など含む）

　市観光協会　77-5003

※新型コロナウイルス感染症の影響
で、昼食が中止になる場合があります。
昼食中止の場合は、参加費 1,000 円

四国中央市福祉なんでも

相談会　無料無料

3/21（月・祝） 13：00 ～ 15:00

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

障がいがある、もしくはあるかも
しれないというご本人・ご家族な
ど、どなたでも相談できます。
norikoハートフルミニコンサート
や、福祉サービス事業所による物
品販売なども開催します！

Zoom によるオンライン相談！

（要予約）

2/18（金）まで
オンライン相談のみ事前予約が必
要です。件名に「オンライン相談
希望」と記載のうえ、氏名、電話
番号、メールアドレスを明記し、
Ｅメールで予約してください。
online.nandemosoudan@gmail.com

イベントに関すること
生活福祉課　28-6023
オンライン相談に関すること
市基幹相談支援センター　28-6154

※詳細は、市ホームペー
ジをご覧いただくか、
お問い合わせください

上記メールアドレスの
送信フォームはこちら▶

            しこちゅ～
紙と神の物語　要申込要申込

2/26（土） 10：00 ～（約 3時間）

集合場所　ルミエール（三島中央）

ガイドの案内で興願寺、三島神社、
中通商店街などを巡りながら、本
市の歴史を学びませんか！
小学生以上（小学生は保護者同伴）
8名（最少催行人数 2名）
2/22（火）17：00まで
2,000円（昼食、保険料など含む）

　市観光協会　77-5003

※新型コロナウイルス感染症の影響
で、昼食が中止になる場合があります。
昼食中止の場合は、参加費 1,000 円

暁雨館の催し　無料無料

【開館時間】9：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　　暁雨館　28-6325

庭を愛でる　
～日本茶インストラクターとお茶を

楽しみながら～

3/5（土）　9：00 開館

1回目　 9：30 ～

2 回目　10：45 ～

江戸時代から続く暁雨館の庭園を
眺めながら、その歴史や見どころ、
お茶を楽しみます。
各回 8名（先着順）
2/10（木）9：00 ～

（1団体 3名まで）
500 円（新宮茶飲み比べ・2 種類
コース）
石川安代さん（霧の森日本茶イン
ストラクター）

【特典】
路線バス回数券、温浴施設当日
利用券、特製タオルを贈呈

【片道運賃の参考】
三島駅前～霧の森　890 円
上分～霧の森　720 円
【行き】
三島駅前 7：43 発、上分 7：59 発、
新宮 8：30 着（新宮止まりにつ
き、霧の森まで別途送迎）
【帰り】
霧の森 15：35 発、上分 16：14 着、
三島駅前 16：30 着

路線バスで参加しよう

ガイドと歩く四国・参勤交代の
道に参加する中学生以上の方
8名

3/9（水）17：00 まで
市観光協会への申し込み時に、
路線バスを利用する旨を伝えて
ください。後ほど詳細をご連絡
します。
観光交通課　28-6187

※回数券は、行きの運賃支払いに
は使用できません



第 34 回紙講座生徒作品展（後期）

～紙と学びが出会う場所～

2/27（日）～ 4/3（日）

3階　企画展示室

【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

紙のまち資料館の催し
無料無料

当館が実施している紙講座（6講座）
のうち「水引細工、紙バンド手
芸、書道」の受講者が一年間学ん
だ成果約 100 点を発表展示します。

手漉き和紙体験実施中！

毎週火・木・土・日曜日

13：00～ 16：00（受付 15：30 まで）

第 26 回市長杯～西日本将棋最強戦～

朝日 S-1 グランプリ 2022

3/20（日）10：00 ～（受付 9：00 ～）

ユーホール（土居文化会館）2階

大会議室ほか

特別招待ゲスト

今泉健司  五段

一般の部（トーナメント方式）

S-1（3 段以上または希望者）
A級（初段・2段）
B級（1級以下）
こどもの部（中学生以下、リーグ戦）

A 級（有段者または希望者）
B級（1級～ 5級）
C級（6級以下）
D級（初心者）
一般 2,000 円
女性・高校生 1,500 円
小・中学生 1,200 円

日本将棋連盟十八歩支部
74-7778（苅田）

※昼食付き

四国中央少年少女合唱団

第 53回定期演奏会　無料無料

【主な演奏曲】
ひらり、歌いつぐ日本のわらべ歌、
ヒットソング「今・昔」、たいよう
のサンバなど
四国中央少年少女合唱団
74-3700（大西）

3/6（日）13：30 ～（13：00 開場）　

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

大ホール

ステップアップ教室「美
み が く

学」
参加者募集！！

2/18（金）15：00 ～ 16:30 の間いつ
でも（所要時間 30 分程度）

天満公民館 28-6360

企画展「覚醒！？宇摩の

地域意識ｰ描かれ記録され

た近世宇摩の姿-」  無料無料

5/31（火） まで　9：00 ～ 17：00

（最終入館時刻 16：30）

歴史考古博物館 -高原ミュージアム -

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

江戸時代を軸に絵地図や地誌類を
テーマとして、描かれ記録された
宇摩の一端をご紹介します。

歴史考古博物館
-高原ミュージアム -　28-6260

▲地誌（新長谷寺より望む）

10：00 ～ 11：00

とき ところ 内容・対象

3/14（金）金生公民館 0歳児主体

3/18（火）川之江図書館 おはなし主体

3/10（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

親子ふれあいあそび
無料・無料・要申込要申込

　体操や手遊び、育児相談
　2/21（月）9：00 ～（定員あり）
　　乳児保育所こども村　56-1310

カノン健康うたごえ広場
無料無料

2/20（日）14：00 ～ 15:30　

川之江ふれあい交流センター大会議室

昭和歌謡・フォークソングなど懐
かしい、あの曲この曲を一緒に口
ずさんでみませんか？
市内在住の 65 歳以上の方
NPO 法人カノン
090-6286-8490（寳利）

凸凹バンド参加者募集
無料無料

3/5（土）19：30 ～ 20:30　

中之庄公民館

からだや心に障がいがある人、
学校に行きづらい人、心がしんど
い人…みんなで一緒に「音あそび
♪」しませんか?
凸凹バンドは、いろんな個性を持っ
た人たちが、音楽を通じて自己表
現ができ、一人ひとりの気持ちや
特性を尊重しながら、自由に音楽
を楽しむための演奏体験ができる
活動を行っています。
小学校高学年以上（大人の方も
参加できます）
NPO 法人カノン
090-6286-8490（寳利）

飾り巻き寿司作り
（丸や三角の海苔巻きでおひなさ
まを作ります）
2/15（火）まで
300 円



第56回第 56回
愛媛県愛媛県
クラブ対抗クラブ対抗
駅伝競走大会駅伝競走大会

12年ぶりに四国中央市で開催！12年ぶりに四国中央市で開催！

浜公園周辺～新浜緑地公園方面コース

問い合わせ 市スポーツ協会事務局（川之江体育館内）
28-6255

交通規制のお知らせ！

3.13 日
男子1・2・3部　11：00
男子 4部、女子の部　11：10START

大会当日、右図の赤線部分が通行止め等制
限区間となるため、原則、車両の進入はで
きません。
大変ご迷惑をおかけしますが、当日は迂回
のご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症予防対策により、
開催が中止になる可能性があります

浜公園周辺～新浜緑地帯

通行止め等制限時間

10：30～ 14：30

通行止め等制限区間

宇摩

自動車

教習所

丸住製紙

大江工場

浜公園

国道 11 号 ★★…スタート

★★…中継所・ゴール

★★★★

通行止め等制限区間

新浜緑地帯

参加チーム
募集中 ■参加料 男子チーム　１チーム10,000 円

女子チーム　１チーム　7,000円
※別途、クラブ会費が１チーム2,000円が必要です

■申込締切 2月 18日（金）必着

■申込方法 愛媛県クラブ陸上競技連合のホームページから大会申込書をダウンロードし、必要事
項を記入のうえ、提出してください。
※提出方法や必要添付書類など、詳しくは、開催要項をご確認ください

※開催要項やコース図など、詳しくは、愛媛県クラブ駅伝競技連合のホームページをご覧ください

　クラブ対抗駅伝競走大会は、初代池内幸夫会長が、地域に根ざした陸上競技の愛好者が多数

いることに胸を打たれ、同一環境にある方の走る機会を作れればと県下に呼び掛け、高校生・

大学生・実業団を除く、同一地域で編成されたチームのみの参加とし、昭和 42 年 3 月に第 1 回

大会が松山市で開催されました。この大会は、東・中・南予の市町村の理解と協力を得ながら、

地域スポーツの振興策として、また駅伝参加者が普段訪れる機会の無かった、その地域の文化

や伝統を見聞きし、語り合い、地域の特産品なども知る事ができ、地域の住民や各選手間のコミュ

ニケーションの場にもなればという思いがあります。

　嬉しいことに、各地域でのチーム作りに盛り上がりを見せ、回を重ねるごとにチーム数が多

くなり、四国中央市開催の第 44 回大会において 209 チームと過去最高の参加数になりました。
会長　戒能潤之介

　今年の四国中央市開催の大会で 56 回目となりますが、その間、45 回大会（愛南町）が東日本大震災による津波避難勧

告のため、54 回大会（愛南町）と 55 回大会（久万高原町）が新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、残念ながら中

止となりました。今年はコロナに打ち勝つ大会になるよう期待感を持って、各選手が練習に励んでいます。四国中央市の

皆さんの御協力と応援を宜しくお願い致します。

新型コロナウイルス感染拡大のため新型コロナウイルス感染拡大のため

開催中止開催中止



乳幼児健診
～子どもの健やかな発育のために～

　保健センターでは、4か月児健診・1歳 6か月児健診・
3 歳児健診を行っています。お子様の成長・発達を確
認するための大切な健診ですので、対象月になりま
したら母子健康手帳と問診票をご持参のうえ、忘れ
ずお越しください。
　日程や注意事項など詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。
■問い合わせ先

　保健センター　28-6054

接種期限（3月 31日）が近づいています！　■問い合わせ先　保健センター　28-6054

※県外の医療機関で接種を希望される方は、あらかじめ申請手続きが必要ですのでお問い合わせください

　母子健康手帳を確認し、まだ接種していないお子
さんは早めの接種をお勧めします。
■対象　平成 27 年 4 月 2 日～平成 28 年 4 月 1 日
　　　　生まれのお子さん
※ 4月 1日以降は全額自己負担になります

麻しん風しん混合予防接種【MR2期】（無料）

　今年度の対象者の方には、紫色の封筒でご案内を
昨年 4 月にお送りしています。ご希望の方は、期限
までに接種してください。
■対象　令和 3年度に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、
　　　　85 歳、90 歳、95 歳、100 歳を迎えられる方
※過去に接種を受けたことがある方は対象外
■接種料金　4,000 円

高齢者の肺炎球菌予防接種

日　時 場　所

2/21（月）13：30 ～ 15：00 保健センター

3/ 7（月）10：00 ～ 11：30 土居こども館

3/14（月）13：30 ～ 15：00 保健センター

※感染防止対策の徹底にご協力をお願いします
※上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時
行っておりますのでお気軽にご相談ください
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

♪育児相談 ・妊婦相談 （無料）

　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや相談したいことはありませんか？
■とき　2/9（水）、3/9（水）9：00 ～ 11：00
■内容　健康相談、血圧測定、体脂肪測定、血管年齢測
　　　　定など
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪からだとこころの健康相談
　（予約制 ・無料）

♪離乳食セミナー （予約制 ・無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　2/18（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
■定員　10 名程度
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、三角巾、
　　　　　手拭きタオル
■申込期限　2/14（月）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

　健康づくりのための、お得な情報をお届けします！
■とき　2/14（月）13：30 ～ 14：40
　　　　（全 5回のうちの最終回です）
■ところ　福祉会館 4階
■内容　毎日実践！ Part2
　　　　～ロコモ退散！体力向上レッスン～
■定員　40 名程度
■持参物　筆記用具など
■講師　間島直彦さん・理学療法士・作業療法士
　　　　（HITO 病院）
■申し込み先　保健センター　28-6054

♪健康づくりサポーター養成講座
　（予約制 ・無料）

　日本脳炎ワクチン接種が完了していない方は、20 歳の誕生日の前日まで無料で接種できます。
　接種券を紛失してしまった場合は、母子健康手帳を持参のうえ、保健センターまでお越しください。
■対象　平成 13 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれの方

日本脳炎特例対象者の方へ　■問い合わせ先　保健センター　28-6054

「ロコモ」とは…
　ロコモティブシンドロームの略で、運動
　器の障害のために、立ったり歩いたりす
　る身体能力が低下した状態のこと。



急病などで困った時は !

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談
089-913-2777 または ＃8000（携帯・プッシュ回線）
医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）
56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）

【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　　（日曜日・祝日は休診）

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

休日や夜間の救急外来は、翌日かかりつけの医療機関
を受診していただくまでの一時的な応急処置などを行
うためのものです。すべての診療科に応じた専門治療
に対応できるものではなく、症状によっては他の医療
機関もしくは高次医療機関をご紹介させていただくこ
ともあります。
※発熱などの症状がある場合は、来院前に電話にてご
相談ください

月日 東部 西部

2/6
松岡整形外科
58-5455（川之江町）

中央ｸﾘﾆｯｸ
23-7808（三島中央）

2/11
福田医院
23-2188（下柏町）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄町）

2/13
川上こどもｸﾘﾆｯｸ
57-1155（金生町山田井）

あんどう整形外科
74-1715（土居町小林）

2/20
川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

大坪医院
23-2417（三島中央）

2/23
宮﨑内科
59-5000（妻鳥町）

三島外科胃腸ｸﾘﾆｯｸ
24-3111（中之庄町）

2/27
ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根町）

西岡病院
24-5511（三島金子）

3/6
大西内科医院
56-2018（金生町下分）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

休日当番医休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります※都合により変更する場合があります

高血圧ゼロのしこちゅ～まちづくりプロジェクト

ささみのバジルピカタ減塩レシピ

　高血圧は食事が要！血圧を下げるレシピをご紹介
します。高血圧でない方も減塩レシピにぜひ挑戦し
てみてください♪

《材料》4人分《材料》4人分
○ささみ　8本
○塩こしょう　少々
☆酒　大さじ 3
☆マヨネーズ　大さじ 1.5
○小麦粉　大さじ 3
○卵　2個
★粉チーズ　大さじ 1
★バジル　小さじ 2
〇サラダ油　大さじ 3
〇ケチャップ　大さじ 1.5
〇マヨネーズ　大さじ 1.5

《作り方》	《作り方》	 	
①ささみは筋を取り除き、半分に開いて食べやすい
　大きさに切り、塩こしょうをする。
②☆を混ぜ、ささみを加えて混ぜる。
③ボウルに卵を割り、★を加えて混ぜる。
④小麦粉を袋の中に入れて、②のささみを加え、ま
　んべんなくまぶす。
⑤フライパンを温め、油をひいて③に④のささみを
　くぐらせて、中火で焼く。③が残ったら、ささみ
　の上に回し入れる。
⑥きれいな焼き色がついたら、まわりの卵をささみ
　に絡ませるようにして裏返し、焼き色がつくまで
　焼く。
⑦ケチャップとマヨネーズを混ぜてオーロラソース
　を作り、お好みでつける。

（1人分）（1人分）
エネルギー　395kcal　塩分　0.7g	エネルギー　395kcal　塩分　0.7g	

完成♪

　「はたち」の若者を中心として幅広い世代に献血へ
の理解と協力をお願いするため、「はたちの献血」キャ
ンペーンを開催しています。
　お近くで献血車を見かけたら、ぜひ献血にご協力く
ださい。
■問い合わせ先

　愛媛県赤十字血液センター　089-973-0700
　四国中央保健所　23-3360

だれかを思う、だれかを救う。
始めよう献血。
～はたちの献血キャンペーン～

YouTube でレシピ動画公開中 ▶
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　12/25（土）～ 28 日（火）に大阪府で開催される全

国大会への出場にあたり、加地慧
けいしろう

士郎さん（川之江北

中 3 年）、三宅陸
りく

さん（三島南中 3 年）、毛利時
ときさだ

真さん

（土居中 3 年）が市長を表敬訪問し、自己紹介とともに

大会への意気込みを話しました。

JOC 第 35 回全国都道府県対抗中学バレー
ボール大会出場者が市長を表敬訪問12/1012/10

エアロビック選手権大会出場者が
市長を表敬訪問

　竹本彩
あ や の

乃さん（川之江小６年）、新谷小
こ な つ

夏さん（中曽

根小３年）、岡田愛
ま な か

夏さん（上分小４年）が全国大会に

出場することを市長に報告しました。児童たちは、大

会に向けて抱負を話し、市長は「普段の練習の成果を

出し切って頑張ってきてください」と激励しました。

12/2012/20

　利用客が集中する年末年始を前に、消防用設備、避

難設備及び避難障害などの適正な維持管理を促し、火

災予防に万全を期するため、管内の物品販売店で消防

長による年末特別査察を実施し、店舗関係者と現地を

確認し、適切な防火管理に努めるよう指導しました。

消防長による年末特別査察12/2112/21

　この日は、クリスマス直前ということもあり、メン

バーから観客へ、ハンドベルとアカペラによるクリス

マスソングが贈られました。コロナ禍で歓声が出せな

い状況を活かし、観客を巻き込んだストーリー性を重

視したパフォーマンスで、会場を盛り上げていました。

12/2312/23
スターダスト☆レビュー
40 周年ライブツアー「年中模索」

　霧の森で、観光客や帰省中の方々に、昔ながらの杵
きね

と臼
うす

での餅つきを体験してもらおうと、新宮町を挙げ

てのイベントとして開催されました。来場者は、新春

の暖かい日差しの中、普段できない体験に戸惑いなが

らも、楽しそうにお餅をついていました。

第 1回新宮新春もちつき大会1/41/4

　新型コロナウイルス感染症の影響で、2 年ぶりの開

催となった新年交歓会は、しこちゅ～ホールで、飲食

を伴わないかたちで開催されました。「新春」の書道パ

フォーマンス作品が飾られた会場で、市内企業などか

ら約 300 人が出席し、新年の門出を祝いました。

新年交歓会1/41/4
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７
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的
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意
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有
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る
条
約
で
す
。
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シ
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と
の
北
方
領
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還
交
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年
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わ
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て
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す
が
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返
還
実
現
の
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め
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全
国
的
な
北
方
領
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還
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求
運
動
を
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推
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し
ま
し
ょ
う
。
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務
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国後島

択捉島
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色丹島

北方四島
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す
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援
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設
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ま
す

　

国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
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ド
を
新
た
に
取
得
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へ
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５
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円
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イ
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。
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。

開
設
期
間

３
月
31
日
（
木
）
ま
で
（
９
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17
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・
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之
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窓
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宮
窓
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セ
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手
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の
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の
設
置
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み
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取
得
時
に
設

定
し
た
４
桁
の
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
暗
証
番
号
」、
利
用
し
た
い
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
（
ID
な
ど
）

　

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５

　

28
・
６
０
５
７

　ホテルグランフォーレで実施され、今年は製紙業や紙

加工業などから46社、166人が参加しました。会場では、

株式会社紙業会館の井上治郎代表取締役から「疫病退散・

商売繁盛への期待を込めて、元気な初市にしていただき

たい」と挨拶が述べられると、これに応えるかのように、

この日の商談での取引額は、これまでの最高となる 66

億 5,800 万円に上り、会場内では商談が成立するたびに

手締めの音が景気よく鳴り響いていました。

第 66 回新春紙初市1/71/7

　国の有識者会議などで活躍する本市の文部科学省

ICT 活用アドバイザーの放送大学中川一
ひ と し

史教授、佐藤

幸
ゆ き え

江客員教授や、県内で先進的な取り組みを行って

いる愛光学園和田 誠
まこと

教諭をお招きし、「GIGA スクー

ルと子どもの学び」と題した基調講演やワークショッ

プを実施しました。GIGA スクール構想で整備した ICT

機器を有効に活用した授業を行うため、約 300 人の教

職員が参加し、会場中が熱気に包まれました。

1/61/6 GIGA スクール構想 教職員 ICT 研修会



　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
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自
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的
に
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落
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さ
れ
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金
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行
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手
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る
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。

　

ま
た
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当
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よ
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①
令
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年
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住
民
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ま
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は
免
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さ
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世
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②
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１
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型
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ル
ス
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し
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れ
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※
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も
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
者
の
扶
養
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支
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一
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帯
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円

①
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請
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し
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。
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※
２
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来
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権
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。
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３
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課　

社
会
福
祉
係

　

28
・
６
０
２
３

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
１
７
２

　

四
国
中
央
・
新
居
浜
・
西
条

　

合
同
企
業
説
明
会
「
就
活
地
方
祭
」

　

地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
大
学
な
ど
の

卒
業
予
定
者
や
、
本
市
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー

ン
を
検
討
す
る
一
般
求
職
者
に
向
け
た
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

３
月
30
日
（
水
）
10
時
～
16
時

　

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
松
山
市
湊
町
７
・
５
）

　

令
和
５
年
３
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定

の
方
や
一
般
求
職
者

参
加
予
定
企
業

本
市
、
新
居
浜
市
、
西
条
市
に
本
社
や
事
業

所
を
置
く
約
75
社

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

産
業
支
援
課　

28
・
６
１
８
６

　

28
・
６
２
４
２

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ

れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
大
き
い
６
か
月
・
１
年
・
２
年
前
納
も

あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

な
お
、
４
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
に
よ
る

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
末
ま
で
に

お
手
続
き
を
い
た
だ
く
と
４
月
分
か
ら
申
し

込
み
さ
れ
た
振
替
方
法
で
の
前
納
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
、
本
人
確

認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
、

金
融
機
関
の
通
帳
と
お
届
け
印
、
年
金
手
帳

　

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
年
金
担
当
）

　

28
・
６
０
１
８　
　

28
・
６
１
２
８

　

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
さ
れ
る

　

皆
さ
ま
へ

　

ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
な
使
用
を
徹
底
す
る
た

め
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
携
行
缶
で
購

入
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
身
分
証
の
確
認
、

使
用
目
的
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
携
行
缶
へ
の
詰
め
替

え
は
従
業
員
に
行
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

　

23
・
６
６
１
４



　

市
県
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

左
記
の
日
程
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

で
市
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
な
る
べ
く
ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成
の

う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
期
間
中

は
、
税
務
課
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
当
日
に
整
理
券
を
配
布
し
、
会
場
内
の
人

数
制
限
を
行
い
ま
す
（
例
年
、
午
前
中
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
）

　

税
務
課　

市
民
税
係　

28
・
６
０
０
９

　

28
・
６
０
５
８

　

伊
予
三
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
！

○
令
和
３
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

　

税
・
贈
与
税
は
、
３
月
15
日
（
火
）
ま
で

○
令
和
３
年
分
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

　

地
方
消
費
税
は
、
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告

（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
作
成
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

こ
れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
で
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
所
得
税
の

申
告
書
を
作
成
し
送
信
す
る
際
に
は
、
IC

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
し
た
が
、

令
和
４
年
１
月
か
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

に
表
示
さ
れ
る
二
次
元
コ
ー
ド
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
読
み
取
る
こ
と
で
、
IC
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
が
な
く
て
も
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
送
信
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
で
簡
単
確
定
申
告

　

給
与
収
入
が
あ
る
方
や
年
金
収
入
、
副
業

な
ど
の
雑
所
得
が
あ
る
方
、
特
定
口
座
で
の

株
式
等
の
譲
渡
所
得
等
を
申
告
さ
れ
る
方
な

ど
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

最
適
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
画
面
で
所
得
税
の

申
告
書
を
作
成
い
た
だ
け
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄

附
金
控
除
も
申
告
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
相
談
会
場
を
開
設
し
ま
す
！

開
設
期
間

２
月
16
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
火
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間

８
時
30
分
～
16
時
（
相
談
開
始
は
９
時
～
）

※
混
雑
状
況
や
入
場
整
理
券
の
発
行
数
の
上

限
に
よ
り
、
受
付
終
了
時
刻
を
早
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す

　

伊
予
三
島
税
務
署
１
階

※
２
月
15
日
以
前
は
確
定
申
告
会
場
を
設
置

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
作

成
済
み
申
告
書
の
提
出
は
受
け
付
け
ま
す
）

※
ご
自
宅
で
申
告
書
が
作
成
で
き
る
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す

入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に
は

「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理

券
はLI

NE

で
事
前
発
行
す
る
ほ
か
、
会
場

で
当
日
配
付
し
ま
す
。

　

伊
予
三
島
税
務
署　

24
・
５
４
１
０

国税庁

ホームページ

読み取り対応

端末一覧

国税庁 LINE

公式アカウント

日にち 場所

2/ 4（金）
新宮窓口センター

2階　会議室

2/ 7（月）～ 2/18（金）
土居窓口センター

3階　大会議室

2/22（火）～ 3/ 4（金）
川之江ふれあい交流センター

1階　大会議室

3/ 8（火）～ 3/15（火）
市役所市民交流棟

2階　会議室

※受付時間は 9：00 ～ 11：00、13：00 ～ 16：00

（土・日・祝日は除く）

　

「
四
国
中
央
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ラ
ッ

　

ト
フ
ォ
ー
ム
」
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー

　

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
市
内
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
法
人
な
ど
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
登
録
し
、
金
融

機
関
や
経
済
団
体
な
ど
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
成
し
、
市

全
体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
企
業
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
方
・
先
進
事
例
の
共

有
、
市
内
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商
品
な
ど
の

対
外
的
な
発
信
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
普
及
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　　

２
月
21
日
（
月
）
16
時
～
17
時
30
分

形
式
　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
解

○
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

　

メ
リ
ッ
ト
と
は

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度
に

　

つ
い
て

　

法
人
、
個
人
事
業
主
向
け
の
内
容
で
す
が
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

２
月
18
日
（
金
）
17
時
ま
で

　

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

に
企
業
名
（
個
人
の
場
合
は
不

要
）
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

    

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５

　

28
・
６
０
５
７

　

seisaku@city.shikokuchuo.ehime.jp



　

市
役
所
で
の
大
量
硬
貨
に
よ
る

　

市
税
等
の
納
付
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
１
０
０
枚
を
超
え
る
大

量
硬
貨
で
の
市
税
等
の
納
付
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
な
お
、
会
計
課
窓
口
に
あ
る
指
定

金
融
機
関
で
の
み
、
大
量
硬
貨
に
よ
る
納
付

は
可
能
で
す
が
、
手
数
料
が
必
要
で
す
。

　

会
計
課　

28
・
６
０
４
１

　

28
・
６
１
７
１

募　

集

　

宝
く
じ
助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品

　

を
整
備

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く

じ
を
財
源
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

備
品
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
助
成
を
受
け
て
整
備
し
た
内

容
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

寒
川
町
江
之
元
自
治
会

　

地
域
振
興
課　

市
民
活
動
推
進
係

　

28
・
６
０
１
４　
　

28
・
６
０
５
７

　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

２
月
18
日
（
金
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

多
目
的
室
１

　

自
衛
隊
の
活
動
内
容
や
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

地
目
は
全
て
「
宅
地
」

※
⑤
～
⑨
は
豊
岡
（
恵
之
久
保
）
団
地
分
譲
地

※
⑩
～
⑫
は
余
木
検
問
所
跡
地

※
⑪
と
⑫
は
⑩
の
個
別
物
件

※
売
り
払
い
予
定
価
格
（
最
低
落
札
価
格
）

及
び
土
地
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

受
付
期
間　

２
月
３
日
（
木
）
～
２
月
25
日
（
金
）

８
時
30
分
～
17
時　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
　

管
理
課　

28
・
６
１
６
７　

　

28
・
６
１
７
３

　

市
有
地
を
売
り
ま
す

①

川
之
江
町
字
宮
ノ
谷
２
７
５
１
番

21
（
宮
ノ
谷
分
譲
地
）

67.59

坪

②

土
居
町
北
野
甲
１
９
２
７
番
１
外

２
筆
（
真
鍋
商
店
東
側
宅
地
）

94.72

坪

③

土
居
町
入
野
８
７
１
番
２

（
消
防
署
土
居
分
署
跡
地
）

229.83

坪

④

川
之
江
町
字
港
通
り
４
０
６
９
番

７
（
港
通
り
集
会
所
跡
地
）

47.10

坪

⑤

豊
岡
町
大
町
字
江
ノ
久
保

２
５
４
０
番
90

69.30

坪

⑥

豊
岡
町
大
町
字
江
ノ
久
保

２
５
４
０
番
１
４
４

69.09

坪

⑦

豊
岡
町
大
町
字
江
ノ
久
保

２
５
４
０
番
１
４
６

69.03

坪

⑧

豊
岡
町
大
町
字
江
ノ
久
保

２
５
４
０
番
１
４
８

69.27

坪

⑨

豊
岡
町
大
町
字
江
ノ
久
保

２
５
４
０
番
１
８
５

68.79

坪

⑩

川
之
江
町
余
木
字
桝
ヶ
底

１
２
３
４
番
１
外
２
筆

199.21

坪

⑪

川
之
江
町
余
木
字
桝
ヶ
底

１
２
３
６
番
１

31.38

坪

⑫

川
之
江
町
余
木
字
桝
ヶ
底

１
２
３
４
番
１
外
１
筆

167.84

坪

⑬

川
之
江
町
字
破
砂
子
９
３
６
番
３

（
元
道
の
駅
用
地
）

143.34

坪

⑭

上
分
町
字
町
東
６
４
２
番
４

（
上
分
町
本
町
分
譲
地
）

71.06

坪

⑮

上
分
町
字
町
東
６
４
２
番
５
外
１

筆
（
上
分
町
本
町
分
譲
地
）

66.70

坪

⑯

土
居
町
野
田
乙
４
６
４
番
４

（
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
赤
星
宅
地
）

65.21

坪

⑰

金
生
町
下
分
字
小
山
７
０
３
番
２

（
金
生
公
民
館
跡
地
）
※
建
物
付
き
404.86

坪

　

「
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
産
地
・
実
需

　

協
働
プ
ラ
ン
」
に
参
画
す
る
農
業
者

　

募
集

　

水
田
農
業
を
輸
出
や
加
工
品
原
材
料
な
ど

の
新
た
な
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
作
物
を

生
産
す
る
農
業
へ
と
刷
新
（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
す
る
た
め
、 

四
国
中
央
市
農
業
再
生
協

議
会
が
作
成
す
る
「
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

産
地
・
実
需
協
働
プ
ラ
ン
」
に
参
画
す
る
農

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
が
国
の

採
択
を
受
け
、
農
業
者
が
プ
ラ
ン
に
基
づ
き 

実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
低
コ
ス
ト

生
産
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
場
合
に
、 

令

和
４
年
産
の
取
組
面
積
に
応
じ
て
、
予
算
の

範
囲
内
で
支
援
が
あ
り
ま
す
。

対
象
作
物　

麦
・
大
豆
・
野
菜
な
ど

※
輸
出
も
し
く
は
加
工
・
業
務
用
の
用
途
指

定
が
あ
り
ま
す

※
農
業
者
ま
た
は
農
業
者
と
出
荷
契
約
を
締

結
す
る
集
出
荷
業
者
な
ど
が
、
実
需
者
（
食

品
製
造
業
者
な
ど
）
と
販
売
契
約
を
締
結
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

２
月
14
日
（
月
）
17
時
ま
で

※
そ
の
他
の
要
件
や
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

28
・
６
１
２
６

　

令
和
４
年
度
学
校
体
育
施
設

　

の
使
用
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
目
的
と
し
て
、
夜
間
に

学
校
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る

場
合
に
は
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。
新

規
で
使
用
を
検
討
し
て
い
る
団
体
は
、
２
月

28
日
（
月
）
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

28
・
６
０
７
１　
　

28
・
６
１
０
５

見送り幕の新調



　

公
共
施
設
に
お
け
る

　

自
動
販
売
機
の
設
置
者
募
集

　

次
の
施
設
に
お
け
る
自
動
販
売
機
（
清
涼

飲
料
水
）
の
設
置
者
を
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
選
定
し
ま
す
。

貸
付
物
件

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
土
居
町
入
野

１
７
８
・
１
）
屋
外
玄
関
付
近
南
（
１
台
・

１
㎡
）

貸
付
期
間　

４
月
１
日
か
ら
５
年
間

貸
付
料　

最
低
入
札
価
格
以
上
の
落
札
価
格

入
札
参
加
資
格

本
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
あ
る
い
は
、
本
市

に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す
る
法
人

申
込
期
間　

２
月
１
日
（
火
）
～
21
日
（
月
）

８
時
30
分
～
17
時
（
閉
庁
日
は
除
く
）

　

入
札
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

農
業
振
興
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
、
申

込
期
間
中
、
農
業
振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
関
係
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
電
話
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

入
札
日
時
　
３
月
１
日
（
火
）
14
時
30
分
～

入
札
場
所

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階　

大
会
議
室

　
　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

28
・
６
１
２
６

　

自
立
支
援
協
議
会
委
員
募
集

　

障
が
い
者
な
ど
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
施
策
に

つ
い
て
、
調
査
審
議
す
る
市
自
立
支
援
協
議

会
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。　

任
期
　
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

※
審
議
会
は
年
４
回
程
度
、
19
時
か
ら
開
催

報
酬

　
１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円
（
税
込
み
）

応
募
要
件

○
本
市
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
20
歳
以
上
の
方

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
機
関
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
合
計
４
以
上
の

　

委
員
で
な
い
方

　

２
名　
　

　

２
月
22
日
（
火
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
応
募

の
理
由
（
４
０
０
字
程
度
）
を
明
記
の
う
え
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

※
書
類
選
考
し
、
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

　
　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
１
７
２

　

seikatsuhukushi@city.s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

　

都
市
計
画
審
議
会
委
員
募
集

　

都
市
計
画
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
「
四
国
中
央
市

都
市
計
画
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
募
集
し
ま

す
。　

任
期
　
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

報
酬

　
１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円
（
税
込
み
）

応
募
要
件

○
本
市
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
20
歳
以
上
の
方

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
機
関
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
合
計
４
以
上
の

　

委
員
で
な
い
方

　

３
名
程
度　
　

　

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
応
募

の
理
由
や
知
識
経
験
な
ど
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
う
え
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様

式
自
由
）
。

※
書
類
選
考
し
、
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

　
　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

〒
７
９
９
・
０
４
１
３

　

中
曽
根
町
５
０
０

　

28
・
６
１
８
９

　

t
o
s
h
i
k
e
i
k
a
k
u
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

　

自
動
販
売
機
の
設
置
者
募
集

　

次
の
施
設
に
お
け
る
自
動
販
売
機
の
設
置

者
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

貸
付
物
件

貸
付
期
間　

４
月
１
日
か
ら
５
年
間

入
札
参
加
資
格

本
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
あ
る
い
は
、
本
市

に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す
る
法
人

申
込
期
間　

２
月
７
日
（
月
）
～
21
日
（
月
）

９
時
～
17
時
〔
休
館
日
（
火
曜
日
）
は
除
く
〕

　

入
札
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

直
接
伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
入
札
参
加
申
込
書
な
ど
の
関

係
書
類
は
、
申
込
期
間
中
、
伊
予
三
島
運
動

公
園
体
育
館
で
配
布
し
ま
す
。

※
電
話
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

入
札
日
時
　
３
月
３
日
（
木
）
13
時
30
分
～

入
札
場
所
　
伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　
　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

28
・
６
０
７
１　
　

28
・
６
１
０
５

施設名

浜公園・

かわのえテニスセンター

伊予三島運動公園

スカイフィールド富郷

やまじ風公園

地域

川之江

三島

三島

土居

※詳細は、お問い合わせください



　

小
学
生
以
上

　

各
回
10
名
程
度

　

３
月
４
日
（
金
）
ま
で

　

千
円

　
　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　

59
・
４
５
１
０　
　

59
・
４
５
１
１　

　　

「
四
国
中
央
市
・
み
す
ゞ
塾
卒
業
公
演
」

　

参
加
者
募
集

公
演
日

　
８
月
28
日
（
日
）

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
「
金
子
み
す
ゞ
の
世
界
」

～
こ
だ
ま
で
し
ょ
う
か
～

―
歌
と
、
踊
り
と
、
語
り
で
紡
ぐ
夢
物
語
―

稽
古
日

　

５
月
中
旬
に
開
講
し
、
土
曜
日
ま
た
は
日

曜
日
の
14
時
～
21
時
の
間
の
３
～
４
時
間
。

ま
た
、
夏
休
み
中
は
平
日
に
も
行
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
共
施
設

　

本
市
・
観
音
寺
市
・
三
好
市
・
新
居
浜
市
在

住
の
小
学
生
か
ら
75
歳
く
ら
い
ま
で

　

15
名
程
度

　

４
月
22
日
（
金
）
ま
で

　

履
歴
書
、
写
真
（
顔
、
全
身
）
を
郵
送

　

無
料
。
公
演
の
際
に
は
10
名
程
度
の
観
客

動
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

田
辺
国
武
さ
ん
（
演
劇
集
団
座
・
東
京
み
か
ん
）

　
　

四
国
中
央
市
み
す
ゞ
塾
事
務
局

　

０
８
０
・
６
６
９
６
・
３
５
５
３
（
田
辺
） 

　

〒
７
９
９
・
０
４
０
５

　

三
島
中
央
５
・
13
・
38
（
池
北
方
）

職種名 勤務場所
募集

人数
募集資格など

フ
ル
タ
イ
ム

保育士（担任補助） 市内保育園など 若干名 保育士

教育支援員（担任補助） 市内幼稚園 若干名 幼稚園教諭

保育支援員 /生活介助員 市内保育園など 若干名 不問

給食調理員 市内保育園など 1名 不問（調理師免許資格者、経験者歓迎）

療育等指導員 東部・西部子どもホーム 2名
不問（保育士または教員免許等資格者、経験者

歓迎）

相談支援専門員
発達支援課（子ども若者発

達支援センター）
1名 障がい者相談支援従事者研修修了者

太陽の家生活支援員 太陽の家 1名 不問（経験者歓迎）

パ
ー
ト
タ
イ
ム

保育士 /教育支援員

（担任補助）
市内保育園及び幼稚園など 若干名 保育士 /幼稚園教諭

保育支援員 /生活介助員 市内保育園など 若干名 不問

放課後児童クラブ指導員 市内放課後児童クラブなど 2名 不問（保育士または教員免許等資格者歓迎）

介護予防支援業務 地域包括支援センター 2名 社会福祉士、保健師または介護支援専門員など

発達支援相談員
発達支援課（子ども若者発

達支援センター）
1名 教員免許

太陽の家生活支援員 太陽の家 1名 不問（経験者歓迎）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

採
用
予
定
日

　
面
接
手
続
き
後
の
月
始
め
１
日
か
ら
と
な

り
ま
す
。
４
月
１
日
採
用
を
希
望
さ
れ
る
方

も
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

給
与

　

職
種
に
よ
っ
て
、
給
料
・
報
酬
（
月
額
・

時
間
額
）
が
異
な
り
ま
す
。

諸
手
当

　
通
勤
手
当
、
時
間
外
手
当
な
ど

提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
付
）
及
び
資
格
証
な
ど
の

写
し
を
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
勤
務
時
間
、
給
与
、
そ
の
他
の
手
当
な
ど
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

人
事
課　

28
・
６
０
０
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
６

　

「
歌
舞
伎
は
と
も
だ
ち
」

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

　

３
月
19
日
（
土
）

１
回
目　

11
時
～
12
時
30
分

２
回
目　

14
時
～
15
時
30
分

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

小
ホ
ー
ル

　

歌
舞
伎
の
歴
史
や
演
目
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
解
説
す
る
ほ
か
、
「
五
条
橋
」
「
車
曳
」

の
実
演
や
、
そ
の
演
目
を
体
験
で
き
ま
す
。

会計年度任用職員募集一覧



　

県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　

前
期
入
学
（
４
月
入
学
）
生
徒
募
集

入
学
資
格

○
中
学
校
な
ど
を
卒
業
さ
れ
た
方
ま
た
は
中

　

等
教
育
学
校
前
期
課
程
を
修
了
さ
れ
た
方

○
３
月
に
中
学
校
な
ど
を
卒
業
見
込
み
の
方

　

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
を
修
了

　

見
込
み
の
方

○
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認

　

め
ら
れ
る
方

○
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
後
期
課

　

程
に
在
籍
中
ま
た
は
中
途
退
学
し
た
方

出
願
期
間

一
次　
　

２
月
15
日
（
火
）
～
３
月
８
日
（
火
）

二
次　
　

３
月
22
日
（
火
）
～
４
月
１
日
（
金
）

編
入
学　

２
月
15
日
（
火
）
～
３
月
11
日
（
金
）

転
入
学　

３
月
14
日
（
月
）
～
３
月
18
日
（
金
）

　

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細

を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
　

県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程　

　

０
８
９
・
９
４
５
・
０
１
３
１

　

紙
講
座
受
講
生
募
集
（
第
35
期
生
）

開
講
期
間
及
び
受
講
要
領

　

４
月
か
ら
１
年
間
（
月
１
回
受
講
）

　

紙
の
ま
ち
資
料
館

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
～
３
月
12
日
（
土
）

　

９
時
～
16
時

※
来
館
以
外
は
２
月
16
日
（
水
）
か
ら

　
①
紙
の
ま
ち
資
料
館
の
窓
口
で
直
接
申
し
込

　

み
（
優
先
）

②
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
講

　

座
名
、
コ
ー
ス
（
初
級
・
上
級
・
愛
好
会
・

　

研
究
会
）
を
明
記
し
、
日
付
指
定
配
達
〔
２

　

月
16
日
（
水
）
〕
で
郵
送

※
受
け
付
け
前
〔
２
月
15
日
（
火
）
ま
で
〕

に
到
着
し
た
は
が
き
は
無
効

③
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
受
け

　

付
け
は
、
２
月
16
日
（
水
）
か
ら
開
始　

※
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
は
休
館

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
受
け
付
け
終
了

（
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
受
け
付
け
有
り
）

　

年
額
１
５
０
０
円
（
１
講
座
・
１
コ
ー
ス
）

※
別
途
教
材
費
が
必
要
で
す

　
　

紙
の
ま
ち
資
料
館　

28
・
６
２
５
７

　

〒
７
９
９
・
０
１
０
１

　

川
之
江
町
４
０
６
９
・
１

　

28
・
６
１
９
６

　

k
a
m
i
n
o
m
a
c
h
i
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

紙講座一覧

書道

　初級　　（定員 20 名）　第 1土曜日　13：00 ～ 16：00

　上級　　（定員 20 名）　第 3土曜日　13：00 ～ 16：00

　愛好会　（定員 20 名）　第 3土曜日　10：00 ～ 12：00

水引細工

　初級　　（定員 30 名）　第 1日曜日　13：00 ～ 16：00

　上級　　（定員 30 名）　第 3日曜日　13：00 ～ 16：00

　愛好会　（定員 30 名）　第 4日曜日　13：00 ～ 16：00

まんが似顔絵

　初級　　（定員 30 名）　第 2土曜日　10：00 ～ 12：00

絵手紙

　初級　　（定員 30 名）　第 3日曜日　10：00 ～ 12：00

　上級　　（定員 30 名）　第 2日曜日　13：00 ～ 15：00

手漉き和紙

　初級　　（定員 15 名）　第 3日曜日　13：00 ～ 16：00

　愛好会　（定員 15 名）　第 1土曜日　13：00 ～ 16：00

紙バンド手芸

　初級　　（定員 30 名）　第 2金曜日　 9：30 ～ 16：00

　上級　　（定員 30 名）　第 1金曜日　 9：30 ～ 16：00

　研究会　（定員 15 名）　第 2金曜日　 9：30 ～ 16：00

※年間日程表（予定）は、紙のまち資料館で配布します

　

東
予
学
舎
（
男
子
学
生
寮
）

　

舎
生
募
集

施
設
概
要

○
所
在
地
…
東
京
都
調
布
市
多
摩
川
１
・
24

　
・
１
（
京
王
線
西
調
布
駅
か
ら
徒
歩
７
分
）

○
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て

○
舎
費
月
額
６
万
円
（
朝
夕
２
食
付
き
、
光

　

熱
費
込
み
）

※
入
舎
前
納
金
10
万
円
が
必
要
で
す

　

東
予
地
区
出
身
で
東
京
及
び
そ
の
周
辺
の

短
大
以
上
の
大
学
及
び
専
門
、
専
修
学
校
に

在
学
ま
た
は
入
学
見
込
み
の
男
子
学
生

　

15
名
程
度

　

３
月
25
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

公
益
財
団
法
人
東
予
育
英
会
事
務
局

　

０
４
２
・
４
８
８
・
６
２
６
１

　

０
４
２
・
４
８
８
・
５
１
８
１

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め

　

の
講
座
「
陶
芸
講
座
」
「
盆
栽
講
座
」

　

受
講
生
募
集

　

４
月
か
ら
１
年
間

　
陶
芸
講
座　

毎
月
第
１
、３
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

盆
栽
講
座　

毎
月
第
１
、３
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

※
開
講
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階　

工
作
室

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

　

各
講
座
20
名

　

２
月
７
日
（
月
）
～
２
月
28
日
（
月
）

　

材
料
費
な
ど
実
費

　

陶
芸
講
座　

松
村
篤
子
さ
ん

　

盆
栽
講
座　

深
川
達
郎
さ
ん

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
受
講
決
定

者
へ
は
３
月
中
に
連
絡
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
見
学
が
で
き
ま
す

　
　

高
齢
介
護
課　

28
・
６
０
２
４

　

28
・
６
０
５
９



　　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

一
人
５
分
程
度
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

３
月
８
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

　

市
役
所
２
階　

高
齢
介
護
課

　

３
月
９
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
へ

　

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
要
予
約
・
無
料
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
体
験
な
ど
を
語
り
合

う
こ
と
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
あ
り
方
を

考
え
る
場
で
す
。
ご
家
族
同
士
で
の
情
報
交

換
も
で
き
ま
す
。

　

２
月
15
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

15
名
程
度

　

２
月
14
日
（
月
）
ま
で

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ※ NTT ﾌｧｲﾅﾝｽなどの実在する
事業者をかたる場合もあります

このようなメールや画面に心当たりのある方は、警察に連絡をお願いします。

四国中央警察署

☎ 24-0110

全部サギです！このようなメールや画面見ていませんか？

内容 日時 場所 問い合わせ先

県委託療育等支援事業
（相談・講師派遣など）

随時
（土・日曜日・年末
年始を除く）

支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木・ファクス兼用）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

三島宮川 2-4-2
（場所を変更しています
のでご注意ください）

ジョブあしすと UMA
23-6558　　22-4558
  jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

令
和
４
年
度
資
源
ご
み
回
収
団
体
募
集

　

市
内
で
古
紙
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
雑
紙
）
や
古
着
の
自
主
的
な

回
収
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
自
治
会
や

愛
護
班
な
ど
の
市
民
団
体
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
（
１
㌔
に
つ
き
５
円
）
を

交
付
し
ま
す
。
資
源
の
再
利
用
及
び
ご
み
の

減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

団
体
登
録
・
申
込
方
法

　

補
助
金
を
受
け
る
場
合
、
新
規
ま
た
は
継

続
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
生
活
環
境
課
に
備
え
付
け
の
登
録
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
自
治
会
、
愛
護
班
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
以
外
の
団
体
は
、
団
体
規
約
の
提
出

が
必
要
で
す

補
助
金
交
付
申
請

　

団
体
登
録
を
行
っ
た
後
、
回
収
活
動
を
実

施
し
、
必
要
書
類
を
生
活
環
境
課
ま
た
は
各

窓
口
セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
申
請
に
は
、
回
収
実
施
状
況
の
写

真
が
必
要
で
す
。
毎
回
撮
影
し
て
く
だ
さ
い

令
和
３
年
度
分
の
補
助
金
交
付
申
請

　

３
月
末
ま
で
に
資
源
回
収
を
実
施
し
た
団
体

は
、
４
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
補
助
金
交
付
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
る
と
、

補
助
金
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５　
　

28
・
６
０
５
９



新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、状況により、相談日が新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、状況により、相談日が

変更または中止となる場合があります。事前に電話でお問い合わせください。変更または中止となる場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：00 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 2/ 1（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 2/10（木） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 2/15（火） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 2/18（金）　9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 2/22（火）13：30 ～ 15：30  土居窓口センター 1階

 3/ 1（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 3/10（木） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：00までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 2/4（金）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室  市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 2/9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 3/4（金）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 3/9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 人権相談

 2/ 7 （月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階  人権施策課
28-6073
28-6057

 2/10（木） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 3/22（火）10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1階

年中（土・日・祝日を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407    23-2496

 年金出張相談　※要予約

 2/ 4 （金）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
 新居浜
 年金事務所
 0897-35-1445

 2/18 （金）10：00 ～ 14：30 受付

 3/11 （金）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談　

 2/10 （木）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 総務調整課  
28-6002
28-6056

 2/14 （月） 10：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 2/15 （火） 13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 2/28 （月） 10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

 3/10 （木） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 3/14（月）10：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 3/15 （火） 13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 3/28 （月） 10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 2/ 1 （火）  9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし 
 の相談課

28-6143

28-6149

 2/ 8 （火）  9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 2/10 （木）  9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 3/ 1（火）　9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 3/ 8（火）　9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 3/10（木）　9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15  市民くらしの相談課

  暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893    089-932-8930

2 月の相談日程

固定資産税　4期分　

国民健康保険料　8期分

後期高齢者医療保険料　8期分

介護保険料　8期分

保育所・認定こども園使用料　2月分

放課後児童クラブ負担金　2月分

市営住宅使用料　2月分

市営住宅駐車場使用料　2月分

※納期限　2月 28 日（月）

水道料金　1月分

下水道使用料　1月分

※納期限　2月 10 日（木）

不動産無料相談（予約制）
　2/10（木）13：00 ～ 17：00

　宇摩建設会館 3階（三島宮川）

　相談日前日までの 13 時～ 17 時

に電話予約（土・日曜日を除く）

　　愛媛県宅地建物取引業協会

　四国中央地区連絡協議会

　24-2235　　　24-2236

無料特許・商標相談（予約制）

　2/7（月）、3/7（月）

　13：00 ～ 16：00

　四国中央商工会議所

　（金生町下分 789-1）

　相談日の 5日前までに電話予約

　　四国中央商工会議所

　特許相談係　58-3530

　58-6294

東予若者サポートステーション

出張相談（無料・要予約）

　2/14（月）・2/28（月）・3/7（月）

　13：00 ～ 17：00

　ハローワーク四国中央 1階相談室

　就職にお悩みの 15 歳～ 49 歳の方

またはその保護者

　一人 1時間の相談で 1日 4名まで

　　東予若者サポートステーション

　0897-32-2181　　0897-32-2182

　（新居浜市繁本町 8-65）

今月の納期

相続に関する無料相談（予約制）

　愛媛県司法書士会では、毎年 2

月を「相続登記はお済みですか」

月間と定め、相続に関する無料相

談を実施しています。

　2月の 1か月間

　県下各司法書士事務所

　各司法書士事務所へ電話予約

　愛媛県司法書士会

　089-941-8065



自
分
は
注
意
や
指
導
を
し
て
い
る
の
だ
と

思
っ
て
お
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
被
害
者
も
、

長
期
間
に
わ
た
り
モ
ラ
ハ
ラ
を
受
け
続
け

る
こ
と
で
、
自
分
が
被
害
者
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
、 

自
分
自
身
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
自
分
を
責
め
、

自
信
を
無
く
し
、
相
手
の
言
い
な
り
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
行
為
に
気
づ
く
た
め
に
は
、 

相
手
の
立
場
に
た
っ
て
、
自
分
の
発
言
を

相
手
が
聞
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
か
を
考

え
、
「
そ
の
常
識
は
モ
ラ
ハ
ラ
か
も
？
」
と

振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
、
家
族
や
仲
間
と

一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

川
之
江
隣
保
館
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　

２
月
20
日
（
日
）
13
時
～

　

川
之
江
隣
保
館

　

KIDS
bra

ss

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

デ
ィ
ア
フ
レ
ン
ズ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

講
演
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
と
笑
顔
を
結
ぶ
」

　

55
名

　

２
月
14
日
（
月
）
ま
で

　

福
濱
り
か
さ
ん
（
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン

f
rom

四
国
中
央
市
代
表
）

　
　

川
之
江
隣
保
館

　

28
・
６
２
５
４
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

川
之
江
図
書
館

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会
　
※
無
料

　

２
月
24
日
（
木
）
10
時
～
12
時
５
分

　

「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
（
聴
覚
障
が
い
者

対
応
日
本
語
字
幕
）

　

25
名
（
要
申
込
）

　

２
月
10
日
（
木
）
10
時
～

三
島
図
書
館

図
書
館
de
シ
ネ
マ
（
一
般
）
※
無
料

　

２
月
18
日
（
金
）
10
時
～
12
時

　

「
キ
ャ
ッ
ツ
」
（
洋
画
・
日
本
語
吹
き
替
え
）

　

20
名
（
要
申
込
）

　

２
月
10
日
（
木
）
９
時
～

こ
ど
も
シ
ネ
マ
の
会
（
児
童
）
※
無
料

　

２
月
26
日
（
土
）
10
時
30
分
～
11
時

　

「
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ペ
」
み
ん
な
と
も
だ

ち
編
、
「
日
本
昔
ば
な
し
」

　

20
名
（
要
申
込
）

　

２
月
15
日
（
火
）
９
時
～

土
居
図
書
館

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

２
月
20
日
（
日
）
９
時
～
16
時

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）

お
や
こ
図
書
館

木
の
枝
ク
ラ
フ
ト

「
小
枝
で
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う
」

　

２
月
19
日
（
土
）
10
時
～

　

幼
児
～
一
般　

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
保

護
者
同
伴

　

15
名
（
要
申
込
）

　

２
月
10
日
（
木
）
10
時
～

　

一
人
１
０
０
円

　

薦
田
敏
良
さ
ん

2 月の休館日

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

川之江・三島図書館

毎週月曜日・25（金）25（金）

土居図書館

毎週月曜日・12（土）・
24（木）・25（金）

おやこ図書館

毎週月曜日・11（金・祝）・11（金・祝）・
23（水・祝）・23（水・祝）・27（日）

じ
ん
け
ん
広
場

じ
ん
け
ん
広
場

 

モ
ラ
ハ
ラ
は
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
略

で
「
精
神
的
な
嫌
が
ら
せ
」
を
い
い
、家
庭
、

学
校
、
職
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

起
こ
り
得
ま
す
。
例
え
ば
、
家
庭
内
で 

「
誰

の
お
か
げ
で
飯
が
食
え
る
の
か
？
」 

と
大

声
で
怒
鳴
る
。
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
、
相
手
の
話
を
聞
こ
う
と
も
せ
ず
に

そ
の
考
え
や
人
格
ま
で
も
否
定
し
無
視
を

す
る
と
い
っ
た
身
勝
手
な
言
動
や
態
度
を

い
い
ま
す
。
ま
た
、 

職
場
内
に
お
い
て
は
、 

し
つ
こ
く
説
教
す
る
、
本
人
に
聞
こ
え
る

よ
う
に
悪
口
を
言
う
と
い
っ
た
行
為
な
ど

が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
モ
ラ
ハ
ラ
は
往
々

に
し
て
巧
妙
か
つ
陰
湿
な
手
口
で
行
わ
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
か
ら

か
い
」
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環

を
装
う
よ
う
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、 

暴
力
の
よ
う
に
被
害
が
表
に
現
れ
ず
「
見

え
な
い
暴
力
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

 

こ
の
見
え
な
い
暴
力
は
、
被
害
者
を
精
神

的
に
追
い
つ
め
て
い
き
ま
す
。
モ
ラ
ハ
ラ

が
日
常
的
に
行
わ
れ
れ
ば
、
被
害
者
の
受

け
る
ス
ト
レ
ス
は
増
大
し
、
精
神
的
に
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
身
体
的
に
も
大

き
な
負
荷
と
な
り
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神

的
な
病
気
を
患
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　

加
害
者
は
間
違
っ
て
い
る
の
は
相
手
の

方
だ
と
考
え
て
し
ま
い
、
相
手
を
精
神
的
に

傷
つ
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
。

川
之
江
図
書
館

お
は
な
し
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
（
幼
児
～
）

　

２
月
26
日
（
土
）
14
時
～

土
居
図
書
館

お
は
な
し
き
ら
き
ら
（
乳
幼
児
～
）

　

２
月
16
日
（
水
）
10
時
30
分
～

　

５
組
程
度
（
当
日
申
し
込
み
）

お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

そ
の
常
識
は
モ
ラ
ハ
ラ
か
も
？

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日

程
な
ど
は
、
紙
の
ま
ち
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
！



　3/1（火）必着（応募多数の場合は抽選）
　総務調整課に備え付けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、お子さまの写真または写真データを収
録した CD・DVD とともに提出してください。 ※申込用紙はホームページからダウンロードできます
　　総務調整課 広報広聴係　28-6158　〒 799-0497　三島宮川 4-6-55 詳しくはこちら▶

4 月に満 1・2歳の誕生日を迎えるお子さま募集！ 

四国電力株式会社が防犯街路灯を寄贈

　12/22（水）、愛媛信用金庫から寄付金（300 万円）
の贈呈がありました。贈呈式では、八石玉秀理事長
が「地域の課題解決、活性化に一緒に取り組んでい
きたいと思っています。有意義に使っていただけれ
ばと思います」と話されました。贈呈いただいた寄
付金は、子育て関連事業に充てられる予定です。

愛媛信用金庫が寄付金を寄贈

　1/11（火）、四国電力株式会社四国中央営業所（藤
田英和所長）から「社会貢献活動」の一環として防
犯街路灯 12 基が寄贈されました。篠原市長は「防
犯街路灯は、犯罪防止になるだけでなく、事件発生
時の初動捜査にも役立てられ、地域の人が安心しま
す。ありがとうございました」と謝辞を述べました。

令和 2年・令和 3年 2月生まれ令和 2年・令和 3年 2月生まれ

●おなまえ（町名）　●生年月日　●家族からのメッセージ1 2 3

篠原芽
め い

衣ちゃん（妻鳥町）
令和 2年 2月 10 日
いつもたくさんの笑顔を
ありがとう♡

●2

●3

●1

ご寄贈ありがとうございました

宮内　陸
りく

くん（妻鳥町）
令和 3年 2 月 18 日
これからもいっぱい笑って
大きくなってね！

●2

●3

●1 守谷玲
れ み

美ちゃん（豊岡町豊田）
令和 3 年 2 月 18 日
1 歳おめでとう♡元気にすく
すく育ってね！

●2

●3

●1

中越咲
さ く ら

良ちゃん（土居町野田）
令和 3年 2月 19 日
1 歳おめでとう！優しい子に
育ってね♡

●2

●3

●1 曽我部桃
と う り

鈴ちゃん（中曽根町）
令和 2年 2 月 21 日
これからもたくさんの笑顔
で癒してね♡

●2

●3

●1 鈴木俐
り く

来くん（下柏町）
令和 2 年 2 月 12 日
俐来らしくのびのびと元気に
育ってね♡

●2

●3

●1



抱 負
市議会議員 2222 人
　   　   20222022 年の

コロナに負けるな！今年を頑張ろう！

特集 　新型コロナウイルスの影響で暗い話題が多

かった昨年を乗り越え、令和 4年をより良い一

年にしたいと、市議会議員のみなさんが新年の

抱負を語りました。

　それぞれの議員が語る「今年の取り組み」や

「市政への熱意」をご覧ください。　

　

『
寄
り
添
う
』

　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
み
な
さ
ん
が

困
っ
て
い
る
状
況
が
少
し
で
も
良
く
な

る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
議

員
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

議
席
番
号
17　

山や
ま
も
と
て
る
お

本
照
男
議
員

　

『
新
し
い
こ
と
に
ト
ラ
イ
！
』

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
に
「
善
力
4

4

投
球
」
で
新
し
い
こ
と

に
ト
ラ
イ
す
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

議
席
番
号
18　

吉よ
し
だ
ぜ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

田
善
三
郎
議
員

　『
一
心
』

　

議
会
、
行
政
、
市
民
が
心
を
一
つ
に

し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
れ
る

よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
「
一
心
」
と
し

ま
し
た
。

　

議
席
番
号
19　

議
長　

井い

か

わ川　

剛
つ
よ
し

議
員

　『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
』

　

議
員
生
活
24
年
目
を
迎
え
ま
し
た

が
、
決
し
て
お
ご
る
こ
と
な
く
、
謙
虚

な
気
持
ち
、
志
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

議
席
番
号
20　

原は

ら

だ

や

す

き

田
泰
樹
議
員

　『
自
然
体
』

　
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
、
忖そ

ん
た
く度

は
で

き
ま
せ
ん
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
で

き
ま
せ
ん
。
苦
手
で
す
。
ま
っ
す
ぐ
に

気
概
を
も
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。「
常
在
戦
場
」
で
す
。

  

議
席
番
号
21　

谷た
に　

國く
に
み
つ光

議
員

　

『
心
機
一
転
』

　

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
た
動
き
の
中

で
、
無
我
夢
中
で
駆
け
抜
け
た
２
年
間

で
し
た
。

　

今
年
の
自
分
は
、
天て

ん
し
ん
ら
ん
ま
ん

真
爛
漫
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

議
席
番
号
22　

曽そ

が

べ

我
部　

清
き
よ
し

議
員



　

『
地
域
資
源
を
生
か
す
』

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
地
域
防

災
・
福
祉
・
農
業
な
ど
に
取
り
組
み
、

３
期
目
と
な
る
今
日
、
歴
史
や
文
化
を

生
か
し
て
人
口
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

議
席
番
号
10　

眞ま

な

べ

み

き

お

鍋
幹
雄
議
員

『
市
民
の
命
・
暮
ら
し
守
る
た
め
、
医
療
・

福
祉
増
進
を
め
ざ
し
ま
す
」

　

自
ら
の
命
・
暮
ら
し
の
維
持
・
改
善

の
ご
意
見
を
積
極
的
に
表
明
い
た
だ

き
、
力
合
わ
せ
て
市
政
の
医
療
・
福
祉

増
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

議
席
番
号
11　

三み

よ

し好　

平
ひ
と
し

議
員

　『
安
心
安
全
で
住
み
良
い
町
づ
く
り
』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
と

ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
を
最
優
先
に
、

中
核
病
院
建
設
と
小
型
太
陽
光
発
電
設

備
強
風
対
策
市
条
例
制
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

議
席
番
号
12　

山や
ま
か
わ
か
ず
た
か

川
和
孝
議
員

　『
住
み
よ
い
町
づ
く
り
』

　

耕
作
放
棄
地
や
空
き
家
の
荒
廃
に
よ

る
、
草
・
虫
・
獣
害
に
よ
り
、
近
隣
の

居
住
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
行
政
・

農
業
団
体
や
地
域
住
民
と
連
携
し
、
荒

廃
農
地
な
ど
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

　

議
席
番
号
13　

三み
や
け
し
げ
ひ
ろ

宅
繁
博
議
員

　

『
つ
な
が
り
支
え
合
う
地
域
共
生
社

会
を
目
指
し
ま
す
』

　

社
会
的
孤
立
は
コ
ロ
ナ
前
か
ら
あ

り
、
そ
れ
が
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
ハ
ッ

キ
リ
見
え
て
き
た
問
題
で
す
。

　

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

議
席
番
号
14　

谷た
に
う
ち内　

開
ひ
ら
き

議
員

　

　『
市
民
第
一
』

　

合
併
年
度
は
災
害
の
多
発
、
令
和
２
、

３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　

本
年
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安

心
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

議
席
番
号
15　

川か
わ
か
み
よ
し
た
か

上
賢
孝
議
員

　『
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
医
療
が
完
結

で
き
る
体
制
を
備
え
た
中
核
病
院
の
早

期
実
現
を
目
指
し
活
動
し
ま
す
。

　

議
席
番
号
16　

篠し
の
な
が
せ
い
じ

永
誠
司
議
員

　

『
七
転
八
起
』

　

く
じ
け
そ
う
な
と
き
や
転
ん
で
し

ま
っ
た
と
き
に
支
え
た
り
、
応
援
し
た

り
で
き
る
よ
う
な
地
域
や
社
会
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

議
席
番
号
9　

副
議
長　

石い
し
か
わ川　

剛
つ
よ
し

議
員



　　

　

『
生
活
密
着

　
女
性
目
線
』

　

子
育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら
も
、
こ

れ
か
ら
の
日
常
が
楽
し
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
女
性
目
線
で
寄
り
添
い

ま
す
。

　

議
席
番
号
3　

杉す
ぎ
う
ら
よ
し
こ

浦
良
子
議
員

　
　
　
　

　

『
教
育
』

　

こ
の
ま
ち
を
支
え
る
も
の
は
「
人
」

だ
と
思
い
ま
す
。
人
を
育
成
す
る
こ
と

が
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
、
人
を
育
て
て
い
け
る
よ
う
な
一
年

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

議
席
番
号
4　

猪い
の
か
わ川　

護
ま
も
る

議
員

『
　「
小
さ
な
声
を
聴
く
力
」
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
頑
張
り
ま
す
』

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
、
誰
も
置
き
去
り
に

し
な
い
街
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
席
番
号
5　

三み
う
ら
か
つ
ひ
こ

浦
克
彦
議
員

　　

『
よ
り
身
近
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
に
‼
』

　

コ
ロ
ナ
禍
で
起
こ
っ
て
い
る
生
活
課

題
と
向
き
合
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

勉
強
を
積
み
重
ね
、
相
談
相
手
と
な
れ

る
存
在
を
目
指
し
ま
す
。

　

議
席
番
号
6　

眞ま
な
べ
と
し
の
り

鍋
利
憲
議
員

　

『
声
を
あ
げ
れ
ば
政
治
は
変
わ
る
！
』

　

み
な
さ
ん
の
声
を
よ
く
聴
い
て
市
政

に
届
け
ま
す
。

　

要
求
実
現
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

議
席
番
号
7　

飛ひ
だ
か
ゆ
う
す
け

鷹
裕
輔
議
員

　

『
教
育
重
視
と
町
の
活
性
！
』

　

教
育
に
多
様
性
を
持
ち
、
選
択
肢
を

増
や
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
可
能
性

が
大
き
く
あ
る
事
を
知
ら
せ
る
。

　

そ
こ
か
ら
町
全
体
の
活
性
が
お
こ

る
。

　

議
席
番
号
8　

吉よ
し
は
ら原　

敦
あ
つ
し

議
員

議席番号１

横
よこうちひろゆき

内博之議員

  

『
子
ど
も
達
の
未
来
に
元
気
な
故
郷
を
』

　

地
域
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
子
育
て
・
教
育
施
策
・
人
口
減
少

対
策
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
！

  

議
席
番
号
１　

横よ
こ
う
ち
ひ
ろ
ゆ
き

内
博
之
議
員

　

『
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
』

　

自
分
の
中
で
考
え
ら
れ
る
「
精
一
杯

を
や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
み
る
。
そ

う
い
う
心
意
気
で
す
。

　

議
席
番
号
2　

茨い
ば
ら
ぎ
あ
つ
し

木
淳
志
議
員

広
報
四
国
中
央　

２
月
号
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●議案第 63 号　四国中央市コミュニティ住宅条例の一部を改正する条例について

質問　　江之元のコミュニティ住宅の目的と戸数を伺う。

答弁　　目的は、江之元再開発事業により、移転せざるを得なくなった方の入居であり、条

　　　例第 3 条に定められているものである。戸数については、第 1 コミュニティ住宅がア

　　　パート形式の 2 階建てで、8 世帯入居できるものである。第 2 コミュニティ住宅は、2

　　　戸が 1 棟の建物で、今回のＥ棟により 5 棟完成することになるため、2 戸が 5 棟で 10

　　　世帯入居できるものとなっている。

●議案第 65 号　令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 11 号）〔所管分〕

質問　　土木費の道路維持費のうち、重機借上料の場所はどこになるか伺う。

答弁　　道路維持費の重機借上料と原材料の場所は、主に山間部の市道で除雪など応急対応

　　　のための経費だが、今年は既に予算が不足しており、例年 12 月から 3 月までの実績

　　　額を追加計上しているものである。

質問　　中小企業振興資金利子補給金については、新型コロナウイルス感染症対策としての

　　　利子補給であるのか。また、申請件数について伺う。

答弁　　本事業は、令和 2年度に実施した県の新型コロナウイルス感染症対策資金もしくは、

　　　市の中小企業経営安定化資金の融資を受けた方に対する利子補給であり、新型コロナ

　　　ウイルス感染症対策のものである。件数は合計 1,202 件である。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中産業建設委員会の審査概要

◎吉田善三郎　○眞鍋　幹雄　　茨木　淳志　　三浦　克彦　　　◎委員長
　石川　　剛　　山川　和孝　　曽我部　清  　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 65 号　令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 11 号）〔所管分〕

質問　　福祉避難所機能強化・整備促進事業について、これは新たに福祉避難所を設けると

　　　いうことなのか。それとも、既存避難所の整備をするのか。

答弁　　今回整備するのは、新規施設として高齢者分野 4 カ所、障がい者分野 4 カ所の計 8

　　　カ所、既存施設の 4 カ所である。新規施設については、備蓄食料を中心とした備品な

　　　ども購入予定である。既存施設については、更新期限の短い粉ミルクなどについて更

　　　新したいと考えている。

●議案第 73 号　公の施設の指定管理者の指定について

質問　　コナミスポーツ・四国ダイケングループとなった過程並びに指定管理料が増額した

　　　要因を説明いただきたい。

答弁　　経緯・経過については、指定管理選定委員会が 6 月と 9 月に開催されており、第 1

　　　回の委員会では、指定管理選考要綱と業務仕様書の 2 つの資料を基に審査を行った。

　　　第 2 回については、これまでの管理状況、今後の計画、新型コロナウイルス感染症拡

　　　大防止に係る取り組み状況などについて、プレゼンテーション、ヒアリングを行い選

　　　定することとなっている。

　　　　指定管理料については、利用料金制度を採用しており、基本的に収入が増えれば反

　　　比例して、指定管理料が減るということになっている。現在はコロナ禍で収入が大幅

　　　に減額しているので、その分を差し引いて、前回より 7,249 万 6,000 円上回っている。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎篠永　誠司　○吉原　　敦　　横内　博之　　杉浦　良子　　　◎委員長
　飛鷹　裕輔　　谷内　　開　　谷　　國光　　　　　　　　　　○副委員長



●議案第 65 号　令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 11 号）〔所管分〕

質問　　高度無線環境整備推進事業について、補正予算で増額後に減額し、結果的に当初予

　　　算を含め 3回の予算計上した経緯と今後のタイムスケジュールを伺う。

答弁　　当初予算編成時における工事費の参考見積概算では、光ファイバーの総延長を 240

　　　キロメートルとしていた。その後の基本設計において、空き家などしかないところも

　　　含め最大限で積算したものを補正予算にて増額したが、本年 7 月に発注した実施設計

　　　において、人口減少などを加味し積算し直した結果、総延長が減少したため、12 月補

　　　正予算にて減額補正を行った。今後のスケジュールとしては、12 月 3 日付で入札公告

　　　をかけており、令和 4年 1月に開札、令和 5年 3月完成予定としている。

質問　　土居文化会館改修事業と川之江文化センター整備事業の内容を伺う。併せて、土居

　　　文化会館改修事業と川之江文化センター改修事業が債務負担行為で翌年以降にわたる

　　　理由を伺う。

答弁　　土居文化会館 2 階大会議室の空調 6 基全てを交換するものである。川之江文化セン

　　　ターは、ホール上部に当たる 2階屋上の防水などの工事を行う。

　　　　土居文化会館及び川之江文化センター共に、工期が 4か月ほどかかることを考慮し、

　　　債務負担行為を設定している。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎川上　賢孝　○山本　照男　　猪川　　護　　眞鍋　利憲　　　◎委員長
　三好　　平　　三宅　繁博　　井川　　剛　　原田　泰樹  　　○副委員長

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第 75 号 令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 12 号） 原案可決

議案第 76 号 四国中央市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

認 定 第 1 号 令和 2年度四国中央市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認 定 第 2 号
令和 2 年度四国中央市水道事業会計決算、四国中央市工業用水道事業会計決算及び四国中央市公

共下水道事業会計決算の認定について
認　　定

選 挙 第 １ 号 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 指名推選

意見書第 2 号 ライドシェアの導入に反対し、安心・安全なタクシー事業の推進を求める意見書について 原案可決

3 年

請 願 第 1 号
米価の暴落阻止のため過剰在庫の市場隔離と生活困窮者への食料支援を求める請願 継続審査

3 年

陳 情 第 3 号

ライドシェアの導入に反対し、安心・安全なタクシー事業の推進を求める意見書提出を求める陳

情
採　　択

3 年

陳 情 第 4 号
家族従業者の人権保障のため「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択を求める陳情書 継続審査

3 年

陳 情 第 2 号
加齢性難聴者のための補聴器購入費助成制度の実施を求める陳情 継続審査

令和 3 年 第 4 回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第 61 号 四国中央市保育所条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 62 号 四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 63 号 四国中央市コミュニティ住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 64 号 令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

議案第 65 号 令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 11 号） 原案可決

議案第 66 号 令和 3年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号） 原案可決

議案第 67 号 令和 3年度四国中央市西部臨海土地造成事業特別会計補正予算（第 1号） 原案可決

議案第 68 号 令和 3年度四国中央市介護予防支援事業特別会計補正予算（第 1号） 原案可決

議案第 69 号 令和 3年度四国中央市城山下臨海土地造成事業特別会計補正予算（第 2号） 原案可決

議案第 70 号 愛媛県市町総合事務組合規約の変更について 原案可決

議案第 71 号 愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱退に伴う財産処分について 原案可決

議案第 72 号 公の施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案第 73 号 公の施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案第 74 号 市道路線の一部廃止について 原案可決

令和 3 年 第 4 回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧

　　　副市長
　本市の新型コロナワクチンの接種は、4 月以降優先順位に従って高齢者から順次進めてきた。
65 歳以上の高齢者については、7 月までに 9 割を超える方が接種し、8 月からは全ての年代の
方を対象としたが、国からのワクチン供給が減少したことなどにより、予約枠を一時的に制
限したため、接種率の伸びが鈍り県下最下位となった。
　確かに、9 月議会中の接種率は低いものであったが、市内医療機関の協力により、9 月から
10 月にかけての予約枠は、国が目標とした 1 日 100 万回接種の本市相当分を上回る枠を設定
していただき、接種済と予約済を合わせると対象者の 75％を超えていた。更に 10 月以降には、
集団接種も予定しており、接種率は順調に伸びるものと見込んでいた。
　指摘のあった言い回しについては、会議録の前後から本市の接種状況について「特段の心
配はしていない」という趣旨のものであると理解いただけると考える。

◆ 9月議会での市長答弁に異議あり

　　　感染拡大期にあった本年 9月に開催された本会議で、新型コロナワクチン接種率県下最下位の指摘を受け、

　　　市長が発した「それがどしたんな」という発言は、危機管理意識の欠如であり、一日千秋の思いでワクチ

　　　ン接種を待ち望んでいる市民のことを考えれば、到底あり得ない発言だが、見解を問う。

その他の質問　〇学力テスト（全国学力・学習状況調査）について

谷　國光議員



　

　

　

　　　農業委員会会長
　当該農地については、「経営規模拡大のため、梅を栽培する」という内容で農地法第 3 条の
申請があり、農業委員会総会において審議され、「農地を農地として所有権移転する」ことが
許可された案件である。その後、近隣より当該農地の一部に石などが投棄されているとの連
絡があり、農業委員、事務局職員が現地へ行き確認した。再度、土地所有者及び会長を含む
農業委員などの関係者で現地確認し、土地所有者に対し当該地を農地として適正に管理する
よう指導し、農業委員が定期的に現地確認を行っている。
　今後は、違反転用の指導権限を有する県とも協議し、違反転用事案と認定されれば、県に
対応を求めていきたいと考える。
　そのほかの同様事案は、ここ数年の通報はなかったが、今後は農地パトロールの強化を農
業委員会総会に諮り、早期発見に努めたいと考える。

◆不法投棄許さない、農地法違反を正し、生活と農業経営環境を守れ

　　　土居町上水道の地下水源の源流にあたる自然豊かな北野地区であるが、現状は農地が農地として適正に利

　　　用されず『コンクリート塊を含む土石』を埋め立て、他地権者の往来妨害をしている。地権者の告訴に、

　　　警察・保健所立ち合いのもとで掘り起こしが始まる中、農業委員会の対応とそのほかの事例があるか質す。

その他の質問　〇人口減少・高齢社会の中でのまちづくりについて

　　　　　　　〇飼い主のいない猫とどう共生を図っていくか

飛鷹裕輔議員

　　　市長、副市長
　子宮頸がん予防のためのワクチンは、平成 25 年 4 月から予防接種法に基づく定期接種に位
置付けられ、12 歳から 16 歳までを対象として公費による助成が受けられるようになった。本
市の接種率は、平成 25 年度には 4.7％であったが、それ以降は積極的勧奨を見合わせてきた
影響もあり、平成 30 年度までは毎年 1％未満となっていた。
　このような状況を受けて、厚生労働省から制度周知に関する通知があり、対象者へワクチ
ンの定期接種に関する情報提供として、市からの案内文書と同省のリーフレットを送付した。
その結果、令和 2 年度の接種率は 6.1％、今年度は 8.8％となり対象者 1,475 名のうち 130 名
が接種を行っている状況である。本市は、令和 3 年 11 月 26 日付けの厚生労働省通知により、
積極的勧奨を再開することとなり、令和 4 年 4 月から対象者または保護者に対し、予診票の
個別送付などの方法により勧奨を行うと共に、ワクチン接種について検討・判断するために
必要な情報提供を行っていく。

◆子宮頸がん予防ワクチンの接種について

　　　8 年前から積極的な接種の呼びかけを中止していた子宮頸がんワクチンの接種であるが、厚生労働省は安

　　　全性や有効性を示すデータが見受けられることから、令和 3 年 11 月より接種呼びかけを再開した。本市

　　　での接種状況及びこれからの取り組みを問う。

その他の質問　〇コロナ禍の女性支援のために寄贈された生理用品の配布について

　　　管理課長
　財務部長を分科会長として、入札制度再検討分科会を組織しており、令和 3 年 8 月 17 日に
第 1 回分科会を開催して以来、これまで 5 回開催し、再発防止策について協議を行ってきた。
　分科会での取り組み状況としては、発注事務に係る職員アンケートを令和 3 年 8 月 18 日か
ら 9 月 3 日までの間で実施し、官製談合防止法に対する理解度や発注関係書類の保管方法な
どの取り扱い、利害関係者との対応などについて調査したところである。
　また、入札契約事務の遂行上での情報漏えいリスクの洗い出しや、職員アンケートの分析
結果に基づく入札契約関係要綱などの見直しや、事務対応マニュアルなどの策定も順次進め
ており、今後、職員への周知を兼ねた研修会を開催する予定である。
　今現在は、分科会としての報告書の作成を進めており、親会である再発防止策検討委員会
へ報告書を提出し、審議のうえで機関決定を経て、議員への報告と再発防止策について公表
していく予定としている。

◆今回の工事入札事件の再発防止を求める

　　　二名漁港海岸保全改良工事の入札に係る 3 点の改善を指摘すると共に、裁判の公判の注視と結審の検証の

　　　うえ、入札事件の再発防止策の内容及び分科会での分析の内容の経過と結果について、詳しくわかりやす

　　　い説明を求める。

その他の質問　〇自治体・住民犠牲のデジタル化を見直し、よりよい社会を目指すべき

　　　　　　　〇高校卒業までの医療費完全無料化の実施について

　　　　　　　〇住宅リフォーム補助事業の更なる充実について

杉浦良子議員

三好　平議員



　

　◆本市の広報体制、広報戦略の在り方について

　　　ワクチン接種に関する情報やごみ収集日の変更などの情報が市民に行き渡っていない現状に対して、ＳＮ

　　　Ｓやケーブルテレビの活用、市広報紙の改善について問う。また、伊予灘ものがたりで実践されている地

　　　元特産品を宣伝する仕掛けを参考に、本市でもシティプロモーション戦略を推し進めるべきであると考え

　　　るが、見解を問う。

　　　副市長、総務部長
　市民に市政情報を発信するために、市広報紙、市ホームページなどに加え、ＬＩＮＥの登
録者の増加に向け、鋭意取り組んできた結果、登録者が現在 8,000 人を超えるまで増加して
おり、重要な広報媒体として注目している。しかし、必要な情報をタイムリーに発信するこ
とについては、その必要性を十分認識しているが、いまだ改善すべき点も残っている。ＬＩ
ＮＥについては、年齢・性別・希望する情報などを組み合わせ、その人に合った情報のみをプッ
シュ配信する仕組みづくりを検討しているところである。今後も、市民にタイムリーな情報
発信ができる広報媒体の更なる活用を進め、喜んでいただける広報を目指していきたい。
　シティプロモーション戦略については、市の統一した方針を策定しておらず、各部署にお
いて、事業の目的に応じた広報・宣伝活動を行っている。本市の魅力を広く情報発信するこ
とは今後も注力すべき課題と認識しており、プロモーションの効果的方策などについて研究
していきたいと考える。

◆ノーベル物理学賞を受賞された真鍋淑郎博士に名誉市民の称号を贈られてはどうか

　　　ノーベル物理学賞を受賞された真鍋淑郎博士の偉業を市としてどのように評価し、祝意を表してきたか。

　　　また、本市をノーベル物理学賞受賞者生誕のまちとしてどのようにアピールするか。真鍋博士に名誉市民

　　　の称号を贈られてはどうか。

その他の質問　〇四国中央市組織機構について

吉田善三郎議員

　

　　　市長、教育長、教育指導部長
　通学路安全プログラムを設け、全ての小学校区の一斉合同点検を隔年で実施し、それ以外
の年でも、学校の申請により随時合同点検を実施している。合同点検の手順としては、まず
学校からの報告、各関係機関の担当者による事前協議、現地の点検と対策の検討、そして効
果の把握と更なる改善を図ることとしている。具体的な対応状況について検証した後、対策
箇所一覧表として市のホームページで一般公開している。
　令和 3 年度は、一斉合同点検を実施しており、各小学校から報告のあった市内 31 カ所につ
いて関係機関による点検を実施し、対応が必要とされた 24 カ所について対策を検討し、可能
な箇所から各機関が対応している。対応事例としては、学校が行う見守り支援や、児童生徒
への安全教育、警察の交通規制による標識、道路標示の設置、道路管理者が行うグリーンベ
ルトのカラー舗装など、ハード、ソフト両面での対策を行っている。
 交通安全指導内容については、保健体育や道徳、特別活動、また登下校を含む学校生活全般
を通じて、日々指導を行い、特に長期休業前には、学年集会、全校集会においても指導している。
また、警察や交通安全協会と連携し、小中学生に対して毎年 1 学期に交通安全教室を実施し、
命を守る交通安全指導に努めている。

◆児童を交通事故から守るために

　　　通学路における児童・生徒を交通事故から守るために、通学路の合同点検がされているが、本市はどのよ

　　　うに実施しているのか。また、合同点検を踏まえて、どのような対応をしているのか。自分の命は自分で

　　　守る観点から、交通安全指導内容について問う。

その他の質問　〇エコシティ、コンパクトシティ実現に向けた都市構想の必要性について

　　　　　　　〇本市が抱える空き家問題と対策について

猪川　護議員

眞鍋利憲議員

　　　市長、副市長
　祝意を表するために、お祝いのメッセージを在籍するプリンストン大学を介してお送りし
た後、お祝いの懸垂幕を市民交流棟や新宮地域の公共施設などに設置した。
　更に、市庁舎にてパネル展を開催し、真鍋博士に関する資料や写真、記念講演の映像など
を展示している。また、12 月 6 日の授賞式に合わせたお祝いの打ち上げ花火や 7 日にアメ
リカのワシントンで行われた受賞式については、地元である新宮町の霧の森にてパブリック
ビューイングを実施し、新宮の方々と受賞を盛大にお祝いした。
　ノーベル物理学賞受賞者生誕のまちとしての今後のアピールについては、真鍋博士が生ま
れ育った新宮町の知名度を今以上にアピールできるよう新宮町のみなさんの意見も聞きなが
ら、鋭意取り組んでいきたいと考える。
　名誉市民の称号については、真鍋博士の偉業は十分にこの顕彰に値するものであることに
余地はないが、市としていまだ制定に至っておらず、合併後 20 年の記念も控えていることか
ら、今後は、周りの意見をよく聞きながら進めていきたいと考える。



　

　

　

　　　副市長、国保医療課長
　広域化の経緯と目的であるが、国民健康保険は加入者の高齢化率が高く医療費水準が高い
にも関わらず、所得水準が低く財政運営が不安定であるという構造上の問題を抱えているこ
とから、これを持続可能なものとし、国民健康保険の安定的な運営を行っていくために広域
化されたものである。
　本市の国民健康保険の賦課方式は、所得割・資産割・均等割・平等割による 4 方式を採用
しているが、資産割については、固定資産税との二重の負担感があることなどの問題も指摘
されている。また、将来的な県内保険料率の統一への妨げとなる可能性があることから、現
在 3 方式への移行について試算などを行っているところである。

◆国民健康保険料について

　　　国民健康保険が県広域化することとなった経緯及び目的について問う。

　　　また、保険料の賦課方式を所得割・資産割・均等割・平等割からなる 4 方式から 3 方式（4 方式から資産

　　　割を除く）へ切り替えることについて問う。

その他の質問　〇農地施策について

　　　　　　　〇耕作放棄地などについて

　　　　　　　〇鳥獣害対策について

　　　教育長、教育指導部長
　現在、市教育委員会が入学・転学を希望する保護者に最終の意思確認を行っているため、
来年度の分校への入学などの予定人数は確定していないが、入学者だけでなく、市内の小学
校から転学を検討する方も多く、一定の入学者や転学者が見込まれている。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、多岐にわたる制限があり、両校で打ち
合わせを行い、慎重に交流を図ってきた。例えば、4 月に予定していた両校の対面式を 6 月に
延期し、三島小学校の児童から分校の児童へ歓迎のメダルをプレゼントし、交流がスタート
した。また、三島小学校以外の小中学校との交流も始まっている。
　三島小学校については、これまでインクルーシブ教育の理念に基づいた教育活動を行って
おり、今後、市内の小中学校にも広がり、「障がいのある人もない人も相互にコミュニケーショ
ンを図り、交流の機会を拡充し、連携し、協力して、相互理解の促進に取り組む」という理念が、
更に促進されるよう努めていきたいと考える。

◆県立新居浜特別支援学校みしま分校入学などの動向を問う

　　　みしま分校が 4月に開校され、1年近く経つが、その認知と共に内容などの理解も深まってきたようである。

　　　そのうえで、入学希望や転入学希望などの来年度の動向を伺う。　

　　　また、隣接する三島小学校との関わりやインクルーシブ教育の現状を伺う。

その他の質問　〇令和 3年度成人式の開催について　〇防災における相互支援の体制について問う

　　　　　　　〇弱者支援の手段としてのヘルプマーク普及について問う

　　　副市長
　デマンドタクシーの主な利用目的は通院と買い物で、利用者の年齢は全体の 4 分の 3 以上
が 75 歳以上となっており、今後も高齢者の健康維持や生活に必要な移動手段として、重要な
役割を果たしていくものと思われる。
　運行については、可能な限り自宅近くから目的地までの、ドア・ツー・ドアの送迎が基本
ではあるが、乗り合い運行に対応するため、基本的に 10 人乗りの大きな車両が採用されてい
ることから、車両の乗り入れや旋回ができない場合は、近くの集合場所まで徒歩で来ていた
だき、送迎を行っている。
　しかし、川之江エリアではセダンタイプの車両も採用しており、今回の要望については、
運行事業者などと協議したうえで年内をめどに、できる範囲での運用にて対応したいと考え
る。今後も市民の皆さまのさまざまな意見について、調査・分析を継続し、本市の公共交通
網の維持と利便性の向上に努めたいと考える。

◆今後のデマンドタクシーについて

　　　デマンドタクシーには「ジャンボタクシーで行けないご自宅には指定場所まで来てもらう」という規定が

　　　ある。しかし、今後更に進む高齢化や免許返納に対応するためには、現行のセダンタイプを活用し運用の

　　　変更をするべきではないか。

その他の質問　〇ひとり親家庭になっても安心して暮らせる四国中央市へ

吉原　敦議員

茨木淳志議員

三宅繁博議員



　

　

　

　　　市長
　太陽光発電設備の諸問題に対する解決策として、独自の条例を制定し、規制などを行う動
きがいくつかの自治体で見受けられる。その内容としては、強風対策や排水対策などの施工
基準、設置区域の規制や、周辺住民の同意などの条件、設置に対する市の同意や許可の権限
などの議論にも及んでいる。条例制定の留意点として、規制などが憲法に基づく財産権や営
業の自由の不可侵に関わるため、規制や条件などの適法性や妥当性について、十分な検証が
必要となる。条例制定は、現状では諸課題があるものの、市民の暮らしの安全を守るために、
さまざまな観点から検討しなければならないし、そういう時期に入っていると認識している。
国の動向などを注視しながら、本市のできる範囲のルール整備について研究してみたいと考
える。

◆小型太陽光発電設備の強風対策、独自の条例制定について

　　　小型の太陽光発電設備に関した市町村独自の条例が、昨年 4 月までに全国で 149 件制定されている。本市

　　　でも、やまじ風の強風でパネルが飛散するなどの事故が発生している。住民の安心・安全を守るために強

　　　風対策の条例制定を求める。

その他の質問　〇新型コロナウイルス感染症について

　　　　　　　〇保育士や福祉関係などの待遇改善について

　　　市長
　本市では、川之江地域で 1 団体、三島地域で 2 団体が毎月 1 回子ども食堂を開催しており、
利用人数は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、現在では 1 日 50 名程度になっているが、
イベント開催月は 100 名を超えて利用のある団体もある。
　本市の支援として、子ども食堂のチラシの配布や設置、市民などから寄付の申し出があっ
た場合の団体への取り次ぎなどを行っている。
　議員指摘のとおり、子ども食堂は子どもへの食事提供や孤食の解消にとどまらず、地域住
民のコミュニティの場としても大きな役割を果たしており、今後さまざまな方の交流の拠点
として期待されている。本市としても、その重要性は十分に認識している。
　今後は、子ども食堂の運営上の課題である運営費や備品不足を補うことができるような補
助金などの支援について、関係機関と十分協議し検討していきたい。

◆支え合う社会「地域共生社会」について

　　　子ども食堂は高齢者や障がいを含む、地域住民の交流拠点に発展する可能性があり、地域共生社会に向け

　　　て、大きな役割を果たすことが期待されている。運営に当たり、市としての支援が必要と考えるが、具体

　　　的な支援について伺う。

その他の質問　〇子育て・教育について伺う

　　　教育長
　土砂災害防止法が平成 29 年度に改正された際に、小学校や医療施設、福祉施設などの「要
配慮者利用施設」では、避難確保計画の作成と避難訓練の実施が義務付けられている。この
ことにより、土砂災害警戒区域にある小中学校は、土石流を想定した避難確保計画を策定し、
実際に避難訓練を行っている。
　ある学校では、県土木部と連携し、洪水や土砂災害に対して、適切に対応するための基礎
知識習得を目的とした砂防学習会を開催している。他の学校においても、防災教育年間指導
計画に基づき、地域実情に応じて防災教育と避難訓練を行っている。
　「防災まち歩き」という学習では、災害発生の恐れがある箇所を地域の方と訪ね歩き、地域
防災マップの作成と配布を行っている。また「防災について考える参観日」では、保護者と
防災について考える機会を持つなど、地域と家庭と連携した取り組みも行っている。今後も
小中学校における防災学習について、質の高い取り組みを目指していきたいと考える。

◆小中学生の防災学習について

　　　新宮小中学校、川滝小学校、寒川小学校、豊岡小学校、三島西中学校などが、ハザードマップ上で土砂災

　　　害の警戒区域になっている。すぐそばまで警戒区域が迫っている学校も多いが、子どもたちの命を守るた

　　　めにどのような防災学習を実施しているのかを問う。

その他の質問　〇キャリア教育の推進について　〇移住者に向けた施策について

一 般 質 問一 般 質 問

山川和孝議員

横内博之議員

三浦克彦議員

※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

令和 3 年第 4 回 四国中央市議会定例会
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令和３年第１回四国中央市議会臨時会

臨時会において議長 ・副議長が選出されました

議長 ・副議長就任挨拶
　このたび、令和 3 年 12 月１日の臨時会におきまして、四国中央市議会議長・副議長の要職に就任い

たしました。

　身に余る光栄に存じますと共に、その職責の重さに身の引き締まる思いであります。

　一昨年より続く新型コロナウイルス感染症の影響により、新たな生活様式が求められ、社会情勢は大

きく変化しております。今後は、変容した社会に対応し、ウィズコロナ・ポストコロナの時代にふさわ

しい取り組みを推進していくことが重要になってまいります。

　市議会といたしましても、地方自治体の意思を決定する議決機関であることの役割を果たしつつ、適

切な施策が実現できるよう行政側と連携し、最大限の努力を重ねてまいる所存でございます。

　結びに、市民の皆さまにおかれましては、今後とも、より一層のご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げまして、就任のあいさつといたします。

　四国中央市議会では、議会基本条例により、議長及び副議長選挙において、議長または副議長を志願

する者が、議会運営に係る所信及び抱負を表明する機会として、所信表明を行っています。

　届け出順に議長選挙に係る所信表明を三好平議員、井川剛議員、川上賢孝議員の 3名、副議長選挙に

係る所信表明を石川剛議員、飛鷹裕輔議員の 2名が行いました。

正副議長選挙に係る所信表明

※令和 3年第 1回四国中央市議会臨時会は 12 月 1日に開催されました

副議長

 石　川　　剛

議　長

 井　川　　剛

議長の略歴

 昭和 44 年 7 月 25 日生（52 歳）

  四国中央市議 6 期目

   副議長

   監査委員

   議会改革調査特別委員会委員長

                         などを歴任

副議長の略歴

 昭和 45 年 8 月 10 日生（51 歳）

  四国中央市議 3 期目

   産業建設委員会委員長

   議会運営委員会副委員長

                   などを歴任



　　令和 3年第 4回定例会は、去る 12 月 7 日から 12

月 24 日までの 18 日間の会期で開かれました。

　今定例会には、市長提出議案など18件、選挙1件、

意見書 1件、請願 1件、陳情 3件が上程されました。

主な内容

①議長・副議長就任挨拶など ･･･P35 ～ P34

②一般質問 ･･･････････････････P33 ～ P29

③議決結果一覧 ･･･････････････P29 ～ P28

④委員会の審査概要 ･･･････････P28～ P27

2022.2.1 NO.712022.2.1 NO.71

※ 36 ページから 27 ページまでが議会だよりとなっています

「　森と湖畔の公園の春　「　森と湖畔の公園の春　」」
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